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１ 背景・目的 

 

１－１ 背景  

 

 従来はコンピュータ環境でミャンマー文字が対応していなかった。コンピュータでのミャンマー

文字の入力・表示は整備されていなかった。そのためミャンマー文字を表示、入力するにはミャン

マー文字フォントやキーボードを設定する必要がある。ミャンマー文字フォントは数多く存在する。

Unicodeに従わないフォントもある。コンピュータで表示させたいフォントを合わせて設定する必

要がある。それにミャンマー文字キーボードも数多くある。キーボードのキー配列はそれぞれ違う。

それからミャンマー文字は複雑な構造で特殊な２階建て文字もある。このような複雑な構造のミャ

ンマー文字はコンピュータでのミャンマー語のIME(Input Method Editor)及びミャンマー語の入

力方法がなかった。全ての入力がキーボード入力だった。 コンピュータでのキーボード入力はと

ても煩雑である。  

 

１－２ 目的 

 

 言葉の壁を超え、ミャンマー語を世界中に使ってもらいたい。世界中に使ってもらうためにまず

ミャンマー人に広く使ってもらうことである。複雑な構造のミャンマー語をコンピュータで使いや

すくしたい。ミャンマー人がコンピュータによるミャンマー語の使用の現状を調べ、ミャンマー語

のユーザーのニーズを把握したい。コンピュータ環境にも数多くのシステムがある。コンピュータ

でのミャンマー語の用途やミャンマー語表記のためのシステムの利用率を調べたい。最終的にはミ

ャンマー語のアルファベット表記法を提案する。コンピュータでミャンマー語の使用を幅広げるた

め、アルファベット入力法によりミャンマー語使用が簡単になる。  

 

１－３ 本論文の構成 

 

 本論文では第２章でミャンマー語に関して紹介する。第３章ではコンピュータ環境でのミャンマ

ー語使用についての現状を調べる。コンピュータ環境でのミャンマー語の使用用途や現状をミャン

マー人にアンケートを取り、問題点等などを述べる。また、第４章では既存のシステムを分析し、

メリットやでデメリットなどを踏まえ、解決方法にアプローチし、理想のシステムの機能について
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述べる。第５章では第４章で提案したことを元にし、設定したシステムの実装について述べる。第

６章では、実装したシステムを評価と考察をする。そして最後に、第７章で結論と今後の課題を述

べる。 
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２． ミャンマーにおける言語とデジタル化の詳細 

 

 この章では、ミャンマー語を全く知らない日本人向けにミャンマー語を紹介する。 

 

 ミャンマー語はシナ•チベット語族のチベット•ミャンマー語派に属し、ミャンマー連邦共和国の

公用語である。ミャンマー連邦の総人口約6000万人の約7割を占めるビルマ族が母語とする言語

である。 

 

２−１ ミャンマー文字 

 ミャンマーに住むモン族が使っていた文字が、11世紀後半ごろにミャンマー語に使われるよう

になった。子音を表す基本字母の周囲に母音記号と声調が組合わさり文字を形成する。文字は、全

体的に丸っこい形が特徴的である。 

• 基本字母 - 子音を表し、33個ある。同じ発音をさす文字が複数ある場合もある。 

• 複合文字 - 基本字母に、y, w, 無声化 などを示す記号が付いたもの。 

• 母音記号は、声調との組み合わせで決まる。母音は7個あり、声調との組み合わせは7 × 3 = 

21個である。 

• 末子音 -（声門閉鎖音）で終わることを示す文字が複数ある。 
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図２−１：ミャンマー文字 
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２−２ ミャンマー文字の書き方 

 

 ミャンマー文字の書き方は下記の通りである。 

 

 

 

図２−２：ミャンマー文字の書き方 
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基本母音 

 

 

 

図２−３：基本母音１２個 

 

２つの声調記号 

 

 

 

図２−４：声調記号 

 

 

基本母音12個に上の声調記号が加わると下記の通り24の母音になる。 
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図２−5：母音 

 

２−３ ミャンマー文字の文字コード 

 

 ２−３−１ Unicodeとは 

 Unicodeとは、世界中の多くのコンピュータ上の文字列を一貫した方法で復号化し、表現し、扱

うためのコンピュータ業界の標準である。Unicodeは世界で使われる全ての文字を交通の文字集合

にて利用できるようにしようという考えで作られた。 
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 ２−３−２ 今までのミャンマー文字のコード 

 

 今までのミャンマー語は国際標準がなかったため、フォント作成者たちが自分の文字を作成した。

ミャンマー語のフォントは各フォントによって、規格が違う。一つのフォントで書いた文字が他の
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フォントに変えられない。Unicodeでミャンマー語が統一されていなかった。

 

図２−６：ミャンマー文字 Unicode 
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２−３−３ 現在のミャンマーのUnicode 

 

  Myanma Post & Telecommunication が UnicodeTeamを作って政府としてMicrosoftやApple

と共同開発をした。 ２０１１年１０月１７－１９日の Internationalization & Unicode 

Conference で最終の決定としてMicrosoft社とApple社とでミャンマー語のUnicodeが出来た。 

  

２−４ ミャンマーでのコンピュータ使用  

 

 この節ではミャンマーでのコンピュータ関連について詳しく紹介する。 

 

 ミャンマーでコンピュータの使用が盛んになったのは２００５年ぐらいからである。 

 

 ２−４−１ ミャンマーでのインターネット 

 

 ミャンマーでインターネット使用が初めてできたのは２０００年からである。ただし、運治政権

が検閲により攻撃的に制限されていた。それにインタネット使用料金が高く、一般の国民が払える

ものではなかった。インターネット使用が初めてできたのは２０００年からである。ただし、軍事

政権の検閲により制限されていた。それにインタネット使用料金が高く一般国民が払えるものでは

なかった。２０１２年に入りミャンマーで市場調査をするため外国の企業多くがミャンマーを訪れ

るようになった。それからインターネット使用率が高くなった。新しいウェブサイトができてきた。

旅行会社のウェブサイト、中古車、新車の販売業者のウェブサイト、不動産のウェブサイト、リク

ルートウェブサイトなどが増えつつある。 コンピュータでのミャンマー語の使用が広がって来た。

ミャンマー語のUnicodeもMac OS X や Windows 8 に 正式にサポートされるようになった。 

 

 ２−４−２ ミャンマーでのインターネット使用 

 

 サービスプロバイダとしてはミャンマーテレポート（旧名バガンサイバーテック）、ヤダナボン

テレポート、情報処理中央サービス（ITCS）、ミャンマー郵便と電気通信事業者（MPT）などがあ

る。ミャンマー国内で一般国民のインターネット使用は政府の代理サーバを通したインターネット

カフェでの使用が多かった。2010年７月にMPTの調査によるとヤンゴンとマンダレー都市合わせ
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てインターネットの使用人数は400,000人（人口の0.8％）だということが分かった 。インター

ネット利用率が低いのは電力不足も原因の一つである。 

 

 ２−４−３ ２０１２年からのインターネットの活動 

 

 外資系の企業が増加したのが原因で、２０１２年から多くのウェブサイトが出来上がって来た。

そこからインターネット利用率がゆっくりと上がって来た。多くの会社や企業の利用が多くなって

きた。一般の国民は facebook や gmail をはじめとするインターネット利用になれるようになった。 

 

 ２−４−４ ブログにおけるミャンマー語利用の状況 

 

 Myanmar Blogger Survey Society の２０１０年１０月の調査によるとブログの１４％はエンタ

ーテイメント、１７％はコンピュータなどテクノロジー、９％は書籍、６％はニュース、６％は趣

味や旅行、５％は政治、４％は宗教を焦点としたものでした。ブログの５２％は在ミャンマーのミ

ャンマー人、４８％は在外国のミャンマー人だという。８０％がミャンマー語でのブログで、ミャ

ンマー語が多く使われていることが分かった。 

 ミャンマーで母国語はミャンマー語だが、事務用言語は英語である。一般的に英語が自由に使え

る。今までミャンマーのウェブサイトの多くは英語で掲載されている。コンピュータでミャンマー

語が使えなくても不自由ではなかった。近年はミャンマー語で掲載されているウェブサイトやブロ

グが増えて来た。ブログやウェブサイトなどをミャンマー語で読むと読み味は違うと思うひともい

る。 

 ミャンマー語の設定がされていないコンピュータではミャンマー語をローマ字で書く方法もある。

日本語でいうと、例えば：watashi ha saitou yurika desu.（私は斉藤百合香です）このような書

き方をすると英語ができないと見なされる場合がある。 

 ブログやウェブサイトで利用しているフォントはみんなそれぞれである。使用のコンピュータで

設定していないフォントだと表示も入力もできないため、合わせてフォントを設定する必要がある。

こんな煩雑な利用をミャンマー人たちが使いこなしているかどうか調べてみた。 

 ミャンマーの文字は子音３３個と複数ある記号を合わせた複合文字である。ミャンマー文字の構

造は複雑で文字の数も多くある。それに特殊な２階建て文字もある。だが、コンピュータにミャン

マー語のInput Method Editor、IME(入力方法)が整備されていない。コンピュータでミャンマー
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語の入力方法は「カナ入力」のような入力方法で煩雑だった。素早く打つために修練が必要である。

コンピュータでミャンマー語を表示や入力する場合はミャンマー語のフォントやキーボードを設定

する必要がある。ミャンマー語のフォントはZawgyi,Padauk,Win,Ayar,MyMyanmar,Parabikeなど数

多くある。キーボードのキー配列もそれぞれ違う。  

 

２−５ Unicodeのルールに従ったミャンマーフォント 

 

名前 Windows Mac Linux リンク 

Myanmar3 O X O code.google.com 

Masterpiece Uni 

Sans 

X O O sourceforge.net 

Parabaik O X O parabaik.info 

Padauk O X O scripts.sil.org 

Thanlwin O X O thanlwinsoft.org 

WinuniInnwa O X O myanmars.net 

Xenotype X O X xenotypetech.com 

MyMyanmar O O O MyMyanmar.net 

Yunghkio O X O Yunghkio 

Panglong O X O Panglong 

Tharlon O O O Tharlon 

 

 

 

 

表２−１：Unicode に従ったミャンマー文字フォント 

  

 表２－１：はUnicodeに従ったミャンマー文字フォントである。特徴としてはミャンマーでは

WindowsOS対応のフォントが多い。 
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 ２−５−１ ミャンマー文字フォント例 

 

 この節ではミャンマー文字フォントの例を述べ違いを比較してみる。 

 

Myanmar3 

 

フォントファミリ- myanmar3 

バージョン - 3.0 

Innwa  

フォントファミリ - UNI innwa 

バージョン - 5.0 

 

Masterpieceユニサンス 

フォントファミリ -Masterpiece Uni Sans Self 

 

Parabaik 

フォントファミリ - parabaik / parabaiksans 

バージョン - 0.9 

Padauk 

フォントファミリ - インドカリン 

バージョン - 2.6.1 

Thanlwin 
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フォントファミリ - thanlwin 

バージョン - 0.0001 

Xenotype 

バージョン - 2.000 

 

MyMyanmar 

フォントファミリ - mymyanmar 

バージョン - 9.005 

 

 

Yunghkio 

フォントファミリ - Yunghkio 

バージョン - 1.1.1 

 

 

Panglong 

フォントファミリ - Panglong 

バージョン - 2011feb7 

 

 ２−５−２ AyarフォントとZawgyiフォントがUnicodeではない理由 
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 Zawgyi Ayar 

Unicodeコードポイント使用 はい はい 

Unicodeのチャート·コード·ポ

イントに従っている 
いいえ はい 

民族の文字のための空間を確保 いいえ はい 

Unicodeエンコーディングに従

っている 
いいえ いいえ 

ISO の認定 いいえ いいえ 

ライセンス 明確ではない/無料 
マサチューセッツ工科大学

（MIT）形式 、 CC3 

リンク.... Zawgyi.net Ayar グループ 

 

 

 

表２−２：Zawgyi と Ayar フォントが Unicode に従わない理由 

 

 表２－２：のようにミャンマーで使用率が圧倒的に多いZawgyiフォントがUnicodeエンコーデ

ィングに従っていない。 

 

２−５−３ フォントの違いでの文字化け 

 

 この節ではフォントが違うとどのぐらい文字化けするのを比較する。 

 

Zawgyi UniBurma Myazedi Myanmar3 Padauk Parabaik 

 ဴမန္မာဴပည္ ဴ မြန်မာပြည် ်မာပြည  ် ္ 

表２－３：フォント違いにより文字化け 
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 表２－３：のようにフォントの違いによって、文字がここまで文字化けする。  

 

 ２−６ コンピュータ環境でのミャンマー語の表示方法 

 

 この節では既存のミャンマー語の表示方法をすべて紹介する。 

 

 ２−６−１ 従来のミャンマー語の表示方法 

 

 ミャンマー語のWEBサイトにはミャンマー語フォントがインストールされていないとミャンマー

語が表示できない。同じくミャンマー語キーボードがインストールされていないとミャンマー語の

入力ができない。そこでパソコンで表示させたいフォントに合わせて設定する必要がある。 

 

２−６−２ Webフォント 

 

 WebフォントとはWebベージを記述するCSS(Cascading Style Sheet)で新たに導入された仕様で、

ページ中のテキスト(文字)の表示に利用するフォント(書体)データを指定した場所からダウンロー

ドして適用できるようにするものである。 

 これまでフォントの指定は可能だったが、Webページを閲覧しているコンピュータに指定したフ

ォントが存在しない場合には、そのフォントでの表示はできなかった。Web フォントを利用すると、

フォントが存在しない場合にWeb上の指定されたアドレスからフォントデータを自動的に読み込ん

で表示に使用することができる。 通常文字を表示しようとするとその文字のフォントがインスト

ールされてないと表示できない。ミャンマー語を表示させるには、ミャンマー語がインストールさ

れていないと表示できない。今まではこれが当たり前だった。しかし、WEBフォントだとフォント

がインストールされてなくても文字が表示できる。インターネットから自動的にフォントをダウン

ロードするようになっているからだ。これを使うと、フォントが自由にインストールできない

iPhoneやiPadでもきちんとミャンマー語が表示できる。 もちろんミャンマー語だけではなく、

さまざまな言語のさまざまなフォントでも表示できる。ただ、全てのミャンマー語サイトがWEBフ

ォントを使うように設定しているわけではない。まだまだその数は少ない。多くのミャンマー語サ

イトはWEBフォントを利用していないので、フォントをインストールしていないPCやiPhoneで見

るとミャンマー語は文字化けしてしまう。 
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２−６−３ Bookmarklet For Myanmar Font 

 

 Bookmarklet For Myanmar Fontとはウェブサイトにミャンマー語WEBフォントを適用する方法

である。ブックマークレット(Bookmarklet)とはJavaScriptというプログラムをリンクという形に

したものがある。ブックマークレットを利用すれば、どんなサイトでもミャンマー語WEBフォント

を使うことができる。リンクをそれぞれブックマークとして登録するだけで表示できる。ミャンマ

ー語が表示されないページがあったらMyanmar3 または Zawgyi をクリックすればミャンマー語が

表示される。ブックマークは、ブックマークバーに登録すればより便利になる。ブラウザによって

登録方法が微妙に違う。 

 

 ２−６−４ 近年のオペレーティングシステムにおけるミャンマー語サポート 

 

 世界中にミャンマー語の利用者4000万人以上いるのに関わらずWindows と Mac などの オペ

レーティングシステム にサポートされていなかった。Myanma Post & Telecommunication が 

UnicodeTeamを作って政府としてMicrosoftやAppleと共同開発をした。 ２０１１年１０月１７

－１９日の Internationalization & Unicode Conference で最終の決定としてMicrosoft社と

Apple社とでミャンマー語のUnicodeが出来た。 Mac OS X LION 10.7.2とWindow8からはミャン

マー語のUnicodeがサポートされるようになった。 

 

２−７ 今までのミャンマー語の入力方法 

 

 ミャンマー語の入力方法は数多かった。1990年代は、ほとんどのミャンマー語フォントはアル

ファベットの領域に直接文字を割り当てていた。ミャンマー語フォントは国による標準も国際標準

もなかい無法状態だった。文字の配置もフォント作成会社が各社独自に決めていた。当然、フォン

ト毎にキー配列が違っていた。 

 ２０００年以降、Unicodeがだんだんと使えるようになってきて状況が少し変わってきた。

UNICODEでは世界中の多くの言語と同じように、ミャンマー語も特定の領域を割り当てられた。や

っと国際標準の仲間入りができたのだ。ただ、英語以外の文字は入力するために何らかの仕組みが

必要だ。日本語だとUnicode以前からキーボードには標準でJIS日本語キーボードがあり、

WindowsもMacもOSの中に標準でカナ入力とローマ字入力という2種類の日本語入力システムを
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提供していた。どんなフォントを使おうが入力方法はこの2つから選べばいい。タイやインドや中

国など多くの国で同じように標準の入力システムがあった。でも、ミャンマーは違った。 

 WindowsやMacがミャンマー語をサポートしていないので、OSの中にミャンマー語の入力システ

ムがない。フォントを作成している会社が入力用ソフトをセットにして提供しないといけない。国

による標準があればよかったのだが、それもなかったため、フォント作成会社がまたもや各社毎に

キーボードの文字配置を決め、その入力システムとフォントをセットにして提供した。その結果、

UNICODE以前と同じようにフォント毎に入力方法が違ってしまった。ただし、違うといってもミャ

ンマー式タイプライターの流れを汲むものがほとんどなので、基本文字の位置は大体同じだ。ミャ

ンマー語は基本文字に符号が付随して合成文字を構成するのだが、その符号や合成文字の並び順が

各フォントで違っている。 

 

２−７−１ 今までのミャンマー語のキーボードレイアウト 

 

 今までのミャンマー語のキーボードレイアウトはタイプライター式のキーボードレイアウトだっ

た。 

 

２−７−２ ミャンマー語のキーボードのキー配置 

 

 ミャンマー語のキーボードのキー配置は キーボードにより 違う。キー一つに文字四つがあり。

図１のようにそのままキーを打つと 一つの文字、Shift+キー 、Ctrl+Alt+キー 、

Ctrl+Alt+Shift+キー など ショートカットキーと 一緒に 打つことにより 違う 文字が 

打てる。ミャンマー語の文字は 文字数が 多いため キーボード上の キーだけでは 足らない。

ミャンマー語のキーボードの キー配置を 覚えるのが 大変である。 

 

２−８ 既存のミャンマー語入力方法 

 

 ここでは既存のミャンマー語の入力方法をすべて紹介する。 

 

 ２−８−１ Burglish   
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 Burglishとはローマ字化したミャンマー語入力やミャンマー語直接入力、フォントコンバータ

ー、ミャンマー語文章をシラブル化するためのワード・ブレーカーやミャンマー語テキストをロー

マナイズするburglizerなどからなるシステムである。ミャンマー語は本来直接入力が可能である

けれども複雑な母音と子音の組み合わせからなる文字ではaltキーなどを多用したキーボード・コ

ンビネーションが必要なため入力に時間がかかるほか、フォントと入力法が一体となっているため、

違うフォントで入力する場合新たに入力法を覚えなければならないなどの問題がある。こうした点

からはミャンマー語からburglishへ、burglishからミャンマー語への双方向の変換ツールがとて

も必要になる。元来、韓国語やタイ語にもこうしたローマ字入力ツールがあってもいいが基本的に

韓国人やタイ人にローマ字入力で自国の文字を入力するという発想はない。 

 myanとタイプすれば、myanと発音するミャンマー語の候補が9種類出てくるので、その中から

選択する。日本語のローマ字入力と似ている。これなら新しいキー配列を覚える必要がない。ミャ

ンマー語を多少しゃべれるが文字を覚えていないという外国人には使いやすい。ミャンマー人でも

ミャンマー語入力の初心者には好評だ。Burglishという名前自体、BurmeseとEnglishを合体した

造語みたいだ。また、Burglish式以外にも文字リストからマウスで選択する方法と、ミャンマー

式タイプライターの方法も使える。実際に使うときは、ブラウザに表示されたミャンマー語をコピ

ー＆ペーストでワープロやメール等のソフトに貼りつける。ソフトをインストールしなくていいの

で、気軽に使うことができる。 
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図２−7：Burglish ミャンマー語入力方法 

 

Burglish の問題 

 

 BurglishはZawgyi, UniBurma, Myazedi, Myanmar3, Padauk, Parabaikなど 各種のフォント

が選べられるが、BurglishシステムはZawgyiグループが開発したのでBurglishシステム自体が

Zawgyiフォントで作成されている。上記に述べたようにZawgyiフォントはUnicodeに従わないた

め Burglishで入力した文章をコピーし、ワードやウェブページなどに貼付けるとき文字化けをす

る。 
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２−８−２ WaitZar 

 

 WaitZarは、Windows上でミャンマー語の入力を方法である。 Windows 2000、XP、Vistaなどの

オペレーティングシステム上で動作する。 インスタントスタート はWaitZarをインストールする

必要はない。これはインターネットカフェ、またはに管理者権限を持っていないコンピュータで使

用するためWaitZarが最適である。WaitZarはInnwa、Zawgyi-One、Myanmar3、またはParabaikな

どのフォントを入力することができる。WaitZarは無料で提供している。 

 

  

図２−８：WaitZar ミャンマー語入力方法 

 

 ２−８−３ MyMyanmar 

 

 MyMyanmarとはWindowsXP/VISTA/7でミャンマー語を入力する方法である。まずは「Mymyanmar 

Language System」をダウンロード、インストールする。 
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図２−９：Mymyanmar Language System 

 

設定が終わると、ウインドウの右下に、以下のようなアイコンが見える。 

これは、入力切り替えのためのミャンマー語の言語バーです。クリックすると、右のようにメニュ

ーが出る 

 

 

図２−１０：MyMyanmar 入力切り替え言語バー 

 

 図１０のようにミャンマー語の言語バーが出た状態であればミャンマー語の入力ができる。 
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「ZawGyi」と「Type Writer」に切り替えて入力できる。なお、入力はどこでもできるが、フォン

トの切り替えができるアプリでなければ事実上使えない。フォントが切り替えることができるアプ

リとは、MS WORDなどです。 

WORDの場合、新規作成画面を開き、フォントを 「Myanmar3」 を指定する。刻印がないと打てな

いので、ミャンマー語の刻印のあるキーボードを買うか、キートップに貼るシールを買う必要があ

る。とりあえずなら、ミャンマー語の刻印のあるキーボードの画像を印刷して見ながら打てる。 

 

２−８−４ KeyMagic 

 

 KeyMagic とはキーボード入力をカスタマイズしたものである。複雑なスクリプト言語のための

スマートなキーボード入力方式エディタである。 KeyMagic はオープンソースプロジェクトである。

特長としては複雑なスクリプトを入力するために設計されている。キーボードレイアウト固有のホ

ットキーである。すべてのアプリケーションとシステム全体で動作する。例えば：マイクロソフト

オフィス（ワード、エクセル、パワーポイント）、アドビフォトショップ、インデザイン、イラス

トレーター、Mozilla、 Firefox、Google Chrome、Safari、Internet Explorerのキーボードレイ

アウトを追加、編集および削除するためのGUIである。複数のキーボードレイアウトをインストー

ルすることができる。オンスクリーンキーボード、クロスプラットフォームのサポートされている

のはWindows、MacOSXとLinuxなどである。 

 

 

図２−１１：KeyMagic ミャンマー語入力方法 
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２−８−５ 各フォントに対応した専用入力方式 

 

ミャンマー語フォントには、以下のように 

Zawgyi 

Zawgyi-One Unicode 5.1  

Myanmar3,  

Parabaik,  

Padauk,  

MyMyanmar  

Myanmar1 

Ayar 

WinInnwa 

などがある。 

 次の項において、Mac OS Xと Windowsにおける入力方法について述べる。 

 

２−８−６ Mac OS X Lion 

 

Mac式キーボードレイアウト 

 

 

図２−１２： Mac 式キーボードレイアウト  

 



 

29 

シフトを押す時 

 

 

 

図２−１３：Mac 式キーボードレイアウト（シフトを押す時） 

  

 Mac式ミャンマー語キーボードは一般的なミャンマー式タイプライターと全く違う。mのところ

がマ行の文字、kのところがカ行の文字なので、ローマ字式に近い。ba,bi,bu,be,boと打つと、ミ

ャンマー語のバビブベボが出てくる。とは言え、完全なローマ字式ではない。例えば mRnqma と

打つと မြန်ြာ と きちんと 出てくる。２階建て文字である マンダレー という文字は 

mnftle で ြန္တလေ: になる。今までの ミャンマー式タイプライターだと、文字 がキーボード

のどこにあるか一文字ずつ探してタイプしてきた。Mac式キーボードだと分かりやすい。日本語の

ローマ字入力に似たBurglish などの入力方法もある。ミャンマー語の 「：」という記号は 英

記号のコロンをそのまま使ったのだが、実は ミャンマー語の長音記号にしなければいけない。形

が似ているが、全く違う記号である。なぜ長音記号がキーボードレイアウトにないのだろう。そこ

で文字ビューアを表示した。文字ビューアでは長音記号がきちんとある。Unicode番号が1038だ

った。 iPhoneやiPadのiOSでミャンマー語が正式にサポートされたら、この式になるだろう。 
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 ２−８−７ Windows8 

 

Windows 式キーボードレイアウト 

 

 

 

図２−１４：Windows 式キーボードレイアウト  

 

シフトを押す時 

 

 

 

図２−１５： Windows 式キーボードレイアウト（シフトを押す時） 

 

 Windows式ミャンマー語キーボードは昔からのミャンマー語タイプライターのようである。ミャ

ンマーではMacの普及率が低い。 Windows8でミャンマー語がサポートされるといっても、まだ不

十分なところが多い。コントロールパネルの言語設定を見てみると、ミャンマー語は入っていない。
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後でコントロールパネルでミャンマー語を追加することができないので、最初のインストール時に

Myanmarを選ばないといけない。 

  

２−９ ミャンマー語入力方法のまとめ 

 

 
 ローマ字 

入力 

 タイプラ 

イター式 
  対応 OS  安全性  おすすめ度 

Burglish ◎ ◯ 全部 ◎ ◎ 

WaitZar ◎ ◯ win ◯ ◯ 

MyMyanmar ◎ ◯ win △ △ 

KeyMagic ☓ ◎ 
win, mac, 

linux 
◯ ◎ 

各フォント専用 ☓ ◯ win が中心 △ ☓ 

Mac OS X Lion △ △ mac ◎ ◎ 

Windows 8 X ◎ win ◎ △ 

 

表２−４：ミャンマー語入力方法のまとめ 

 

 表４：のようにWaitZarとMyMyanmarはミャンマー語のローマ字入力はできるが、Windows 対

応だった。BurglishはZawgyiフォント使用のため対象にはならない。 

 

２−１０ 他の言語でのローマ字表記法例（日本語、中国語、韓国語） 

 

 この節では他の言語でのローマ字表記法の例を説明する。 
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 ２−１０−１ 日本語のローマ字表記法 

  

 ア列 -a イ列 -i ウ列 -u エ列 -e オ列 -o 

ア行  

あ ア a 

 

い イ i 

 

う ウ u 

 

え エ e 

 

お オ o 

カ行 

k- 

 

か カ ka 

 

き キ ki 

 

く ク ku 

 

け ケ ke 

 

こ コ ko 

サ行 

s- 

 

さ サ sa 

 

し シ si 

 

す ス su 

 

せ セ se 

 

そ ソ so 

タ行 

t- 

 

た タ ta 

 

ち チ ti 

 

つ ツ tu 

 

て テ te 

 

と ト to 

ナ行 

n- 

 

な ナ na 

 

に ニ ni 

 

ぬ ヌ nu 

 

ね ネ ne 

 

の ノ no 

ハ行 

h- 

 

は ハ ha1 

 

ひ ヒ hi 

 

ふ フ hu 

 

へ ヘ he2 

 

ほ ホ ho 

マ行 

m- 

 

ま マ ma 

 

み ミ mi 

 

む ム mu 

 

め メ me 

 

も モ mo 

ヤ行 

y- 

 

や ヤ ya 

 

(いぃ イィ 

yi) 

 

ゆ ユ yu 

 

いぇ イェ** ye 

 

よ ヨ yo 

ラ行 

r- 

 

ら ラ ra 

 

り リ ri 

 

る ル ru 

 

れ レ re 

 

ろ ロ ro 

ワ行 

w- 

 

わ ワ wa4 

 

(ゐ ヰ wi4) 

 

(空白) 

 

(ゑ ヱ we4) 

 

を ヲ o 

[wo5] 
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２−１０−２ 韓国語のローマ字表記法 

 

1. 単母音 

ㅏ ㅓ ㅗ ㅜ ㅡ ㅣ ㅐ ㅔ ㅚ ㅟ 

a eo o u eu i ae e oe wi 

 

2. 二重母音 

  

ㅑ ㅕ ㅛ ㅠ ㅒ ㅖ ㅘ ㅙ ㅝ ㅞ ㅢ 

ya yeo yo yu yae ye wa wae wo we ui 

 

２−１０−３ タイ語のローマ字表記法 

 

 Thai Vowels Examples 

a 
 

สะพาน - saphanลันตา - lantaบาง - bang 

สมุทร - samut 

am 

 

ล า - lam 

i 

 

สิงห์ - singบรีุ - buri 

ue 

 

สตึก - satuekพชื - phuetบรบือ - borabue 

u 
 

บุรี - buriภู - phu 

e 

 

ปะนาเระ - panareเพ็ญ - phenเขน - khen 
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ae  แซะ - saeสะแก - sakae 

o  
พะโต๊ะ - phatoลพ - lopสามโก้ - samkoเกาะ - ko 

บ่อ - bo 

oe 

 

เซอะ - soeอ าเภอ - amphoeเนิน - noen 

ia 

 

เผียะ - phiaเทยีน - thian 

uea 

 

เกือะ - kueaเมือง - mueang 

ua 

 

ผัวะ - phuaบัว - buaควน - khuan 

ai  
ใหญ่ - yaiไผ่ - phaiชัย - chaiไทย - thaiปาย - pai 

ao  เจ้า - chaoข้าว - khao 

ui 
 

กยุ - kui 

oi 

 

โดย - doiดอย - doi 

iu 

 

งิ้ว - ngiu 

eo  เร็ว- reoเลว - leo 

oei  เลย - loei 

uai 

 

เดือย - duaiห้วย - huai 

aeo  แมว - maeo 

ieo 

 

เขียว - khieo 



 

35 

２−１１ ミャンマー文字フォントの並び方 

 

 この節ではミャンマー文字の並び方に関して述べる。 

ြောင :်という一つの文字になる。だが、フォントの種類により、並び方が違う。例えば： 

+ြ+ာ+င+်+: 

+ြ+ေ+ာ+င+်+: 

+ာ+င+်+: 

+ြ+ာ+င+်+: 

入力順により表示順になるため、正しく入力するとミャンマー文字一文字は全角一文字になるのだ

が、入力順が前後することにより文字化けがおきる。一文字を入力したはずが全角二文字三文字に

なる場合もある。 

 書き順はともかくとする。Macの入力方が一番自然である。なぜなら、最初子音から入力し、次

は子音に直接組み付ける記号、その後は子音の前にくる記号、それから子音の下につける記号、そ

して子音の上にくる記号、最後は最後にくる記号の入力順になっている。規則正しい入力順になっ

ている。母音などの記号を組み合わせたものに子音を前に付けるだけで文字が正しく表示されるよ

うになる。 
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３ 現状調査・問題点 

 

３−１ ミャンマー語使用の実状調査 

 

 この節では、ミャンマー人のコンピュータでのミャンマー語の使用状況についてのアンケートの

実施内容とその内容とその結果について述べる。 

 

３−１−１ アンケート調査の目的と調査項目 

 

・アンケート 調査の目的 

 

 コンピュータでのミャンマー語の使用状況、用途を調べ、ミャンマー語の使用に対する関心の有

無を知るため。 ミャンマー人がコンピュータによるミャンマー語の使用の現状を調べたい。それ

でミャンマー語のユーザーのニーズを把握したい。コンピュータ環境にも数多くのミャンマー語使

用のシステムがある中、ミャンマー語の使用用途やシステムの利用率を調べるためである。最終的

にはコンピュータでミャンマー語の使用を幅広げたい。ミャンマー語使用に快適なコンピュータ環

境構築を提供したい 。 

 

３−１−２ アンケート実施内容 

 

 •調査日  ：２０１２年１１月２６日から１２月６日まで 

 •調査地  ：ミャンマー及び日本国内 

 •調査対象者：76人                                 

 •調査方法 ：インターネットによるアンケート調査 

 

 

卒業研究アンケート 

 

「ミャンマー語のアルファベット入力」 
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 私は千葉商科大学政策情報学部４年のルインピュピュミインと申します。現在、卒業論文のた

めにアンケート調査を行っています。テーマは「ミャンマー語のアルファベット入力」です。是

非、ご協力をお願いいたします。 

 以下の該当する項目に○をつけて、質問にお答えください。 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

年 齢： １０代 • ２０代 • ３０代 • ４０代 • ５０代 • ６０代以上 

 

性 別： 男 • 女 

 

職 業： 日本語学校生 • 専門学校生 • 大学生 • 社会人 • 主婦 • その他 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

 

１。普段はパソコンやスマートフォンでミャンマー語を使っていますか。 

 

a. パソコン b. スマートフォン c.両方 d.いいえ 

 

２。どんな時に 使っていますか。 

 

a. メッセージ b. Web閲覧 c. メール d. Chatting e. 書類作成 f. その他

（       ） 

 

３。ミャンマー語の表示に使っているフォントは何ですか。 

 

a. Zawgyi b. myanmar３ c. Padauk d. Win e. Ayar f. 分からない g. その他（    ） 

 

４。iPhone に 脱獄（JailBreak）したことがありますか。 

 

a. はい b. いいえ c. よく分からない 

 

５。脱獄した理由は何ですか。 
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a. ミャンマー語が使いたい b. いろいろなアプリが無料で入手できる c. その他

（     ） 

 

６。下記のものを 知っていますか。 

 

a. Burglish 入力ウェブサイト b. WaitZar c.MyMyanmar d.KeyMagic入力方法                   

e. ミャンマー語表示のブックマークレット f. Webフォント 

 

７。使っている パソコンの OSは何ですか。 

 

a.  Mac OS X b. Windows c. 分からない d. その他 

 

８。Unicode ということばを知っていますか。 

 

a. はい b. いいえ 

 

９。パソコンでのミャンマー語の使用にフォントの設定などが面倒だと 思ったことが ありま

すか。 

 

a. はい b. いいえ  

 

１０。ミャンマー語を アルファベット入力からミャンマー語に変換してくれる IME（Input 

Method Editor）が あったら いい/是非 使いたいと 思いますか。 

 

a. はい b. いいえ c. よく分からない 

 

ご協力ありがとうございました。 

 

表３−１：「アンケート」 
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３−２ 調査結果と分析 

 

 この節では上記に述べた調査とアンケート調査を踏まえ結果と分析をする。 

 

 

図３−１：「ミャンマー語の使用」 

図３−１：のようにコンピュータでのミャンマー語の使用がありと答えた人が９３％とほとんど

だった。本調査によるとコンピュータでのミャンマー語の使用率が高かった。インターネットを通

してのコミュニケーションや情報取得やメディアなどにミャンマー語を利用していることが分かっ

た。Windowsユーザが９０％以上あるため、WaitZarなどのようなWindowsのオペレーティングシ

ステムだけに依存するシステムなどができていたわけがわかった。 

 

３−２−１ ミャンマー語の用途  

 

図３−２：コンピュータでのミャンマー語の用途 
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 図３−２のように書類作成にミャンマー語を使用しているのは在ミャンマーのミャンマー人だけ

だったことがわかった。今回の調査では在外のミャンマー人が圧倒的に多かったため、本調査はか

たよっていることもある。調査対象者ほぼ全員がウェブ閲覧のためにミャンマー語を使用している

ことが分かった。つまりコンピュータでミャンマー語の入力より表示の利用に多かったことがわか

った。次に多かったのはメールやメッセージなどコミュニケーションとるための手段にミャンマー

語を使っていることが分かった。 

 

 

図３－３：ミャンマー文字フォントの使用率 

 

 図３−３：のようにフォントの種類の中でZawgyiフォントが圧倒的に多かったことが分かった。

そこで問題としてはZaygyiフォントはUnicodeに従っていないフォントである。 
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３−２−２ ミャンマー語の入力方法

 

 

図３−４：ミャンマー語の入力方法 

 

 図３−４：のようにミャンマー語の入力方法である Burglish, WaitZar, MyMyanmar, KeyMagic

などのシステムのことをしているひとは回答者７６人中、十数人しかいなかったことが分かった。

ミャンマー人はWindowsユーザが多かった。本調査で分かった各システムはコンピュータでのミャ

ンマー語の使用にとても便利で快適なシステムである。だが、ほぼ知らない人が多かった。平均す

ると一人に一つのシステムしか知らない状況であった。 
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３−２−３ コンピュータでのミャンマー語の環境（図３－５）

 

 

図３－５：コンピュータでのミャンマー語の環境 

   

 コンピュータでのミャンマー語の使用は面倒だと思っているひとが多かった。ミャンマー語使用

に関する表示と入力方法を調べた 。まずは表示方法でミャンマー語のフォントの設定ではフォン

トを設定するのではなく、 フォントのウェブサイトをブックマークバーに追加するミャンマーフ

ォントのブックマークレットという方法があった。ブックマークをクリックするだけでフォントの

変更ができる便利な方法である。ただミャンマーフォントで一番使用率が多かったZawgyiと

Myanmar3フォントだけが対象である。サイトをブックマークバーに追加するだけでフォントを自

分のコンピュータに埋め込むことができ、ミャンマー語の表示が簡単にできる仕組みである。もう

一つはWebフォントというものがあった。Webfontというのはフォントではなくフォントを画像と

して扱い、使用のコンピュータにフォントの設定がなくても画像であるため表示できる。 

 次に入力方法を調べた。一つ目はBurglish テストエンジンというブラウザ上でミャンマー語の

アルファベット入力方法である。これを利用すればミャンマー語をある程度簡単に入力できる。フ

ォントの種類も選べられるようになっている。ただ欠点としてブラウザ上で動くためインターネッ

トにつなげないと使用できない。ブラウザというのはインターネット閲覧のためのシステムである。 

 二つ目はWaitZar というミャンマー語のアルファベット入力ソフトウェアである。コンピュー

タの入力モードに追加できるし、フォント６種類が利用できる。これを設定しておけば、ミャンマ

ー語のアルファベット入力が簡単にできる。だがWindows2000, WindowsXP, WindowsVista, 

83% 

17% 

コンピュータでのミャンマー語の使用が面倒だと思っている 

はい いいえ 
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Windows7といった使用できるオペレーティングシステムが決まっていて、それ以外のオペレーテ

ィングシステムにはまだ使用できないのとUnicodeに対していない。 

 

３−２−４ 考察 

 

 本調査によるとコンピュータ環境にミャンマー語の使用に既存の入力方法など調査した。今回の

調査でミャンマー人が既存法に知らないことが明らかだった。ミャンマー人はコンピュータでのミ

ャンマー語の利用にそんなに関心を持っていないのでしょうか。それに現在のシステムは完全では

ない。例えばアルファベット入力ができてもブラウザ上で動き、インターネットに依存したり、オ

ペレーティングシステムに依存したり、まだUnicodeに対応していなかった。そのため入力ではオ

ペレーティングシステムに依存しない、ソフトウェアとしてコンピュータ組み付ける入力方法が必

要になる。理想なものが分かったら開発することに進むしかない。 ミャンマー語表示のブックマ

ークレット方法でも現在ZawgyiとMyanmar3 というフォントしか使えない状態である。ブックマ

ークレットをもっと広げる必要がある。 

 

 ３−３ 問題点 

 

 ①コンピュータ環境でミャンマー語の使用が面倒だと思っていること。 

 ②ミャンマー語のアルファベット表記法が決まっていないこと。 

 ③ミャンマー人はアルファベット入力になれていないこと。 

 ④既存の入力方法が普及していないこと 

 ⑤一番人気がBurglish入力法はUnicodeに従わないフォントの使用のため、フォント変換が面

倒で、文字化けが起きる。 
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４．解決法の検討と提案 

 

 この節では既存のシステムの問題を踏まえ解決法を検討し、モデルの構築をする。 

 

４−１ 解決法の検討 

 これまでに述べたミャンマー語に関する調査と、3－3節で述べたアンケートの結果に基づく問

題点から、以下のような解決法を検討した。 

①「コンピュータ環境でミャンマー語の使用が面倒だと思っている」という問題点に関しては下記

の解決法につながる。 

②「ミャンマー語のアルファベット表記法が決まっていない」という問題点に関してはミャンマー

語のアルファベット表記法を提案する必要がある。 

③「ミャンマー人はアルファベット入力方に慣れていない」という問題点に関してはアルファベッ

ト入力方を普及させる必要がある。 

④「既存の入力方法が普及していない」という問題点に関しては本研究を含めすべての入力方を普

及させる必要がある。 

⑤「一番人気があったBurglish入力方はUnicodeに従わないフォントの使用のため、フォント変

換が面倒で、文字化けが起きる。」既存のシステムの中でできていないもの解決としてはUnicode

に従ったフォント使用、オペレーティングシステムに依存しない、ブラウザ上のみ動作するもので

はないものを導入する必要がある。 

 

４－２ ミャンマー語のアルファベット表記法の提案 

 

 この節ではミャンマー語のアルファベット表記法の提案をする。このアルファベット表記法が現

在一般的に使用しているアルファベット表記を元にし、作成したものである。 

 

k က gite ဂိုက် pyat ပျက် mhwa ြျှ 

kane ကိန်: gaung လဂါင်: pyout လပျာက် mlyar ြျှာ: 

kon ကုန် git ဂစ် pyite ပျို က် mhaw လြျှာ 

kone ကုန်: g ဃ pyin ပျင် mhawe လြျှာ့ 
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kap ကပ် ga ဃ pyin ပျင်: mhaw လြျှာ် 

kape ကိပ် gar ဃာ pyaung လပျာင် mhloe ြျိုှ ့ 

kope ကုပ် gan ဃံ pyaung လပျာင်: mhlin ြျှင် 

kam ကြ် ng င pyai ပျို င် mhit ြျှစ် 

kamt ကြ့် ngote ငုပ် pyine ပျို င်: myinn ြျှဉ်: 

kamm ကြ်: ngan ငြ် pyit ပျစ် mwar မြွှာ 

kal ကယ ် ngan ငြ်: pyin ပျဉ် mway လ ြ 

kae ကယ် ့ nge ငယ် pyin ပျဉ်: mwyat  ြက် 

ko ကိုယ ် nge ငယ့် pat ပတ် myae လမြြှေ: 

koe ကိုယ် ့ ngar ငါ par ပါ myone မြြှေုံ : 

kya ကျ nga ငါ့ pa ပါ့ myout လမြြှောက် 

kyar ကျာ ngar ငါ: par ပါ: myite မြြှေိုက် 

kya ကျာ့ ngu ငု pi ပိ myint မြြှေင့် 

kyar ကျာ: ngu ငူ pe ပီ myaung လမြြှောင် 

kyi ကျိ ngay လင: pe ပီ: myout လမြြှောင့် 

kye ကျီ ngal ငဲ pu ပု myaung လမြြှောင်: 

kyee ကျီ: ngot လငါ့် pu ပူ mhote မြြှေပ် 

kyu ကျု  ngan ငံ hu ပ့ူ mlwa ြွှ 

kyuu ကျူ  ngant င့ံ pu ပူ: mhwar ြွှာ 

kyuu ကျူ : ngo ငုိ pay လပ mwar ြွှာ: 

kyay လကျ nghat ငှက် pay လပ: mlwae လြွှ 

kyay လကျ: ngone ငံု: pe ပဲ mlwae လြွှ့ 

kyal ကျဲ ngout လငါက် pae ပ့ဲ mwae လြွှ: 

kyae ကျဲ့  ngite ငုိက် paw လပါ mwal ြွှ ဲ

kyaw လကျာ ngaung လငါင် paw လပါ် mwon ြွှ ံ
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kyut လကျာ့ ngine ငုိင် pot လပါ့် mhwin ြွှင် 

kyaw လကျာ် ngwe လငွေ pan ပံ mwint ြွှင့် 

kyan ကျံ ngan ငန် pant ပ့ံ mhwin ြွှင်: 

kyant ကျံ့  ngan ငန်: po ပုိ moot ြွှတ် 

kyo ကျို  s စ po ပ့ုိ myon ြွှန် 

kyoe ကျို ့ sane စိန်: poe ပုိ: myon ြွှန်: 

kyoe ကျို : sone စုန် pyan ပျြ်: mwat ြွှပ် 

khone ကျံု  sonte စုန့် pyal ပျယ် mwan ြွှြ်: 

khote ကျံု ့ sone စုန်: pya မပ y ယ 

kyone ကျံု : sat စပ် pyar မပာ yane ယိန်: 

kyat ကျက ် sate စိပ် pyar မပာ: yone ယုန် 

kyout လကျာက် sote စုပ် pyi မပိ yat ယပ် 

kyite ကျို က် san စြ်: pye မပီ yum ယြ် 

kyin ကျင် sain စိြ် pye မပီ: yum ယြ့် 

kyint ကျင့် saint စိြ့် pyu မပု yum ယြ်: 

kyin ကျင်: sane စိြ်: pyu မပူ aint ယိြ့် 

kyaung လကျာင် sar စါ pyu မပူ: yane ယိြ်: 

kyaung လကျာင်: sarr စါ: pyay လမပ yar ယာ 

kyai ကျို င် si စိ pyae လမပ့ yar ယာ့ 

kyait ကျို င့် se စီ pyae လမပ: yar ယာ: 

kyine ကျို င်: see စီ: pyal မပဲ yi ယ ိ

kyit ကျစ် su စု pyae မပ့ဲ ye ယ ီ

kyin ကျဉ် suu စူ pyaw လမပာ ye ယ:ီ 

kyinn ကျဉ်: suu စူ: pyo မပို yu ယ ု

kyat ကျတ ် say လစ pyoe မပိ ့ု yu ယ ူ



 

47 

kyate ကျိတ ် sae လစ့ pyoe မပို: yu ယူ ့

kyote ကျု တ် say လစ: pyone မပုံ yu ယ:ူ 

kyan ကျန် sal စဲ pyone မပုံ: yin ယျာဉ် 

kyant ကျန့် saw လစာ pyat မပက် yat ယတ ်

kyann ကျန်: saw လစာ် pyout လမပာက် yaw လယာ 

kyane ကျိန် sot လစာ့် pyite မပိုက် yaw လယာ် 

kyane ကျိန်: san စံ pyin မပင် yan ယ ံ

kyat ကျပ် so စုိ pyin မပင်: yo ယိ ု

kyate ကျိပ် soet စ့ုိ pyaung လမပာင် yat ယက ်

kyote ကျု ပ် soe စုိ: pyout လမပာင့် yout လယာက် 

kar ကာ sat စက် pyaung လမပာင်: yin ယင် 

ka ကာ့ sout လစာက် pyai မပိုင် yint ယင့် 

karr ကာ: site စုိက် pyine မပိုင်: yin ယင်: 

ki က ိ sin စင် pyit မပစ် yaung လယာင် 

ke က ီ sint စင့် pyat မပတ် yaung လယာင့် 

keet ကီ ့ sinn စင်: pyate မပိတ် yaung လယာင်: 

kee က:ီ saung လစာင် pyote မပုတ် yine ယိုင် 

ku က ု sout လစာင့် pyan မပန် yine ယိုင်: 

kuu က ူ saung လစာင်: pyant မပန့် yit ယစ် 

khu ကူ ့ sine စုိင် pyan မပန်: ywal ယွေ ဲ

kuu က:ူ sai စုိင်: pyone မပုန်: ywat ယွေက ်

kay လက swar စွော pyat မပပ် ywin ယွေင်: 

kae လက့ sway လစွေ pyote မပုပ် yon ယွေန် 

kal လက: sway လစွေ: pat ပက် yon ယွေန်: 

kal က ဲ swal စွေဲ pate ပိက် yi ယိစ် 
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kae ကဲ ့ son စွေံ pauk လပါက် yin ယဉ် 

kaw လကာ swat စွေက် pite ပုိက် yin ယဉ့် 

kaw လကာ် swint စွေင့် pin ပင် yin ယာဉ် 

kot လကာ့် soot စွေတ် pint ပင့် yat ယတ ်

kan က ံ son စွေန် pin ပင်: yan ယန် 

kant ကံ ့ sont စွေန့် pound လပါင် yan ယန်: 

ko ကိ ု sonn စွေန်: paung လပါင်: yote ယုတ ်

koet ကို ့ swot စွေပ် pine ပုိင် r ရ 

koe ကိ:ု swan စွေြ် pite ပုိင့် rain ရိန်: 

kyam ကျြ်: swann စွေြ်: pine ပုိင်: rone ရုန် 

kyamt ကျိြ့် swal စွေယ် pyit ပစ် ront ရုန့် 

kyal ကျယ ် sate စိတ် pwa ပွေ rone ရုန်: 

kya ကက sote စုတ် pwar ပွော yat ရပ် 

kyar ကကာ san စန် pwar ပွော: yate ရိပ် 

kyarr ကကာ: sant စန့် pway လပွေ yote ရုပ် 

kyi ကကိ san စန်: pway လပွေ: rum ရြ် 

kye ကကီ sane စိန် pwal ပွေ ဲ yan ရြ်: 

kyee ကကီ: saint စိန့် pwat ပွေက် rain ရိြ် 

kyu ကကု s ဆ pwin ပွေင် rain ရိြ်: 

kyu ကကူ sone ဆုန် pwint ပွေင့် yal ရယ် 

kyuu ကက :ူ sat ဆပ် pwin ပွေင်: yat ရတ် 

kyay လကက sote ဆုပ် put ပွေတ် rar ရာ 

kyayy လကက: sam ဆြ် pon ပွေန် ra ရာ့ 

kyal ကကဲ sann ဆြ်: pon ပွေန်: arr ရာ: 

kyaw လကကာ sain ဆိြ် pwan ပွေြ် ri ရိ 
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kyawt လကကာ့ saint ဆိြ့် pat ပတ် ru ရု 

kyaw လကကာ် sal ဆယ ် pate ပိတ် ru ရူ 

kyan ကကံ sat ဆက ် pote ပုတ် yu ရူ: 

kyant ကကံ့ sout လဆာက် pan ပန် yay လရ 

kyo ကကို site ဆုိက ် pan ပန်: yay လရ: 

kyoet ကကိ ့ု sin ဆင် pane ပိန် ye ရဲ 

kyoe ကကို: sint ဆင့် paint ပိန့် yaw လရာ 

kyone ကကုံ sinn ဆင်: ph ဖ yaw လရာ် 

kyont ကကုံ  ့ sar ဆာ phane ဖိန်: yan ရံ 

kyone ကကုံ: sarr ဆာ: phone ဖုန် yo ရုိ 

kyat ကကက် se ဆီ phone ဖုန့် yoe ရုိ: 

kyout လကကာက် see ဆီ: phone ဖုန်: sha ရှ 

kyite ကကိုက် su ဆု phat ဖပ် shar ရှာ 

kyin ကကင် suu ဆူ phan ဖြ်: shar ရှာ: 

kyint ကကင့် sue ဆူ: phaint ဖိြ့် shi ရိှ 

kyinn ကကင်: say လဆ: phane ဖိြ်: she ရီှ 

kyaung လကကာင် sal ဆဲ phone ဖုြ် she ရီှ: 

kyount လကကာင့် saww လဆာ phal ဖယ် shay လရှ 

kyaung လကကာင်: saw လဆာ် phye ဖျီ: shae လရှ: 

kyai ကကိုင် sot လဆာ့် phyar ဖျာ: shal ရဲှ 

kyine ကကိုင်: san ဆံ phyar ဖျာ shal ရဲှ. 

kyit ကကစ် sant ဆ့ံ phyu ဖျူ : shaw လရှာ 

kyin ကကဉ် so ဆုိ phuse ဖျူ :စ် shaw လရှာ် 

kyinn ကကဉ်: soet ဆ့ုိ phyaw လဖျာ shan ရံှ 

kyat ကကတ် soe ဆုိ: phyaw လဖျာ့ sho ရှို 
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kyate ကကိတ် saung လဆာင် phyaw လဖျာ် show ရှို: 

kyote ကကုတ် sout လဆာင့် phyan ဖျံ shone ရှု ံ

kyan ကကန် saung လဆာင်: phyone ဖျံု : shote ရှုံ့ 

kyant ကကန့် sine ဆုိင် phyat ဖျက် shone ရှု:ံ 

kyan ကကန်: sine ဆုိင်: phyout လဖျာက် shat ရှက် 

kyaine ကကိန် sit ဆစ် phyin ဖျင် shout လရှာက် 

kyaine ကကိန့် swa ဆွေ phyin ဖျင်: shite ရှိုက် 

kyaine ကကိန်: swar ဆွော phyaung လဖျာင် shin ရှင် 

kyone ကကုန်: sweet ဆွေ ိ phyaung လဖျာင်: shint ရှင့် 

kyat ကကပ် sway လဆွေ phyit ဖျစ် yone ရံု 

kyote ကကုပ် sway လဆွေ: phat ဖတ် yont ရ့ံု 

kyam ကကြ် swal ဆွေ ဲ phyan ဖျန် yone ရံု: 

kyamm ကကြ်: son ဆွေ ံ phyan ဖျန်: yat ရက် 

kyame ကကိြ် sont ဆွေံ့ phyat ဖျပ် yate ရိက် 

kyamt ကကိြ့် soot ဆွေတ ် phar ဖာ ote ုက် 

kyame ကကိြ်: swan ဆွေြ်: phar ဖာ: yout လရာက် 

kyal ကကယ် swal ဆွေယ ် phi ဖိ yite ရုိက် 

kone ကု ံ sat ဆတ ် phe ဖီ yin ရင် 

kone ကု:ံ sate ဆိတ ် phe ဖီ: yint ရင့် 

kat ကက ် sote ဆုတ ် phu ဖု yin ရင်: 

kote ကုက ် san ဆန် phu ဖူ yaung လရာင် 

kout လကာက် sant ဆန့် phu ဖူ: yout လရာင့် 

kite ကိုက ် san ဆန်: phay လဖ yaung လရာင်: 

kin ကင် sane ဆိန် phay လဖ: yine ရုိင် 
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kint ကင့် z ဇ phal ဖဲ yit ရစ် 

kinn ကင်: zan ဇံ phaw လဖာ yine ရုိင်: 

kaung လကာင် zam ဇြ် phaw လဖာ် ywa ရွေ 

kount လကာင့် zu ဇူ: poe ဖုိ: ywar ရွော 

kaung လကာင်: zo ဇို: phyan ဖျြ်: ywa ရွော့ 

kine ကိုင် zaut လဇာက် phyar မဖာ ywar ရွော: 

kinte ကိုင့် zone ဇုန် phye မဖီ: yway လရွေ: 

kine ကိုင်: zane ဇိြ် phyu မဖူ ywal ရွေ ဲ

kis ကစ် zin ဇင် phyu မဖူ: yon ရွေ ံ

kwa ကွေ zar ဇာ phyay လမဖ yont ရွေံ့ 

kwar ကွော zi ဇီ: phway လမဖ: ywat ရွေက် 

kwa ကွော့ zi ဇီ phyal မဖဲ ywite ရွေိုက် 

kwarr ကွော: z ဈ phyaw လမဖာ ywin ရွေင် 

kweet ကွေ ိ za ဈ phyaw လမဖာ့ ywin ရွေင်: 

kweet ကွေိ့ zay လဈ: phyo မဖို oi ရွေိုင် 

kwee ကွေ:ီ ny ဉ phyo မဖို: wet ရွေစ် 

kway လကွေ nya ဉ phyone မဖုံ yoot ရွေတ် 

kway လကွေ့ nyan ဉံ phyone မဖုံ: yon ရွေန် 

kwayy လကွေ: nyi ဉဉ်: phyat မဖက် ywal ရွေယ် 

kwal ကွေ ဲ nyant ဉ့ံ phyout လမဖာက် ywae ရွေယ် ့

kon ကွေ ံ nyan ဉဏ် phyin မဖင် shin ရှင်: 

kwat ကွေက ် t တ phyint မဖင့် ywan ရွေြ် 

kwin ကွေင် tane တိန်: phyin မဖင်: shaung လရှာင် 

kwint ကွေင့် tone တုန် phyaung လမဖာင် shaung လရှာင်: 

kwin ကွေင်: tone တုန်: phyout လမဖာင့် shaing ရှိုင် 
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koi ကွေိုင် tat တပ် phyaung လမဖာင်: shine ရှိုင်: 

koot ကွေတ ် tate တိပ် phyai မဖိုင် shit ရှစ် 

kon ကွေန် tote တုပ် phyit မဖစ် lae ရှဉ့် 

kont ကွေန့် tan တြ်: phyat မဖတ် shat ရှတ် 

konn ကွေန်: tain တိြ် phyote မဖုတ် shate ရိှတ် 

kwop  ကွေပ် tal တယ ် phyan မဖန် shote ရှုတ် 

kwam ကွေြ် tane တိြ်: phyant မဖန့် shan ရှန် 

kwamm ကွေြ်: tat တတ ် phyan မဖန်: shant ရှန့် 

kwal ကွေယ ် tar တာ phyone မဖုန်: shan ရှန်: 

kwae ကွေယ် ့ ta တာ့ phat ဖက် shane ရိှန် 

kyaunote ကျွနု်ပ် tar တာ: phate ဖိက် shane ရိှန်: 

kway လကျွ ti တိ phout လဖာက် shirt ရှပ် 

kwayy လကျွ: te တီ phite ဖုိက် shate ရိှပ် 

kwal ကျဲွ te တီ့ phin ဖင် shote ရှုပ် 

kat ကတ ် te တီ: phint ဖင့် shan ရှြ်: 

kate ကိတ ် tu တု phin ဖင်: shane ရိှြ် 

kote ကုတ ် tu တူ phain ဖိင် shal ရှယ် 

kat ကဒ် two တူ: phaung လဖာင် shae ေ့ရ်ှ 

kan ကန် tay လတ phout လဖာင့် yone ရုဏ် 

kant ကန့် tae လတ့ phaung လဖာင်: yat ရတ် 

kann ကန်: tay လတ: phine ဖုိင် yes ရတ်စ် 

kane ကိန် tal တဲ phite ဖုိင့် yate ရိတ် 

kate ကိန့် tae တဲ့ phine ဖုိင်: yote ရုတ် 

kwal ကျဲွ taw လတာ phwa ဖွေ yan ရန် 

kyon ကျံွ taw လတာ် phwar ဖွော yan ရန်: 
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kyot ကျွက ် tot လတာ့် phwar ဖွော: shwee ရွှ:ီ 

kywin ကျွင် tan တံ phway လဖွေ shwe လရွှ 

kyut ကျွတ ် tant တံ့ phwe လဖွေ: shwal ရွှ ဲ

kyun ကျွန် to တို phwal ဖွေ ဲ shont ရွှ ံ

kyunn ကျွန်: to တို ့ phwat ဖွေက် shoot ရွှတ် 

kyumm ကျွြ်: oe တို: phwite ဖွေိုက် shyon ရွှန်: 

kywa ကက tin တင် phoot ဖွေတ် shwat ရွှပ် 

kywar ကကာ tint တင့် phon ဖွေန် shwan ရွှြ်: 

kywarr ကကာ: tin တင်: phwal ဖွေယ် l ေ 

kyway လကက taung လတာင် phat ဖတ် lat ေပ် 

kywaye လကက့ tout လတာင့် phate ဖိတ် late ေိပ် 

kyeway လကက: town လတာင်: phote ဖုတ် lote ေုပ် 

kwyat ကကက် tine တိုင် phan ဖန် love ေဗ် 

kwyin ကကင်: tit တစ် phant ဖန့် lan ေြ်: 

kyoot ကကတ် tine တိုင်: phan ဖန်: lain ေိြ် 

kyoon ကကန် twar တွော: phane ဖိန် laint ေိြ့် 

kyup ကကပ် tway လတွေ phate ဖိန့် lane ေိြ်: 

kwyam ကကြ်: twae လတွေ့ b ဗ lal ေယ ်

kywal ကကယ် tway လတွေ: bone ဗုန်: lway လေွေ: 

kh ခ twal တွေဲ bya ဗျ lwal ေွေ ဲ

khane ခိန်: twae တွေဲ့ byar ဗျာ lwin ေွေင် 

khone ခုန် twon တွေံ bya ဗျာ့ lwan ေွေြ်: 

khone ခုန့် twin တွေင်: byar ဗျာ: lwal ေွေယ ်

khone ခုန်: twat တွေက ် byi ဗျိ loot ေွေတ ်

khat ခပ် twin တွေင် bye ဗျီ lon ေွေန် 
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khote ခုပ် tat တက ် bye ဗျီ: loon ေွေန်: 

kham ခြ် tate တိက ် byo ဗျို  latt ေတ ်

khamt ခြ့် tout လတာက် byo ဗျို ့ late ေိတ ်

kham ခြ်: tite တိုက ် byo ဗျို : lan ေန် 

khal ခယ် ton တွေန် byaw လဗျာ lant ေန့် 

cha ချ tont တွေန့် byone ဗျံု : lan ေန်: 

char ချာ toon တွေန်: byat ဗျက် hlin ေျှင် 

cha ချာ့ twot တွေပ် byout လဗျာက် hlwa ေွှ 

char ချာ: twal တွေယ ် byite ဗျို က် hlwar ေွှာ 

chi ချိ tan တန် byin ဗျင် hlwar ေွှာ: 

chi ချီ tant တန့် byin ဗျင်: lwal ေွှ ဲ

chii ချီ: tan တန်: byaung လဗျာင် lwint ေွှင့် 

chu ချု  tane တိန် byaung လဗျာင်: hloot ေွှတ ်

chu ချူ  taint တိန့် byit ဗျစ် lar ော 

chuu ချူ : ht ထ bat ဗတ် lat ေတ ်

chay လချ htane ထိန်: byote ဗျု တ် lar ော: 

chay လချ: htone ထုန် byan ဗျန်: li ေ ိ

chal ချဲ htat ထပ် byat ဗျပ် le ေ ီ

chae ချဲ့  htate ထိပ် bar ဗာ lee ေ:ီ 

chaw လချာ htote ထုပ် bar ဗာ: lu ေ ု

chawt လချာ့ htan ထြ် bu ဗူ: lu ေ ူ

chaw လချာ် htan ထြ်: baw လဗာ lan ေ ံ

chan ချံ htain ထိြ် baw လဗာ် lo ေိ ု

cho ချို  htane ထိြ်: byan ဗျြ်: lu ေ:ူ 

choe ချို ့ htal ထယ ် byi မဗိ lay လေ 
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choe ချို : htae ထယ် ့ byaw လမဗာ lae လေ့ 

chon ချံု  htar ထာ byout လမဗာက် lay လေ: 

chont ချံု ့ htat ထတ ် byinn မဗင်: lal ေ ဲ

chone ချံု : htar ထာ: byaung လမဗာင် lae ေဲ ့

chat ချက် hti ထိ byaung လမဗာင်: law လော 

chout လချာက် hte ထီ byote မဗုတ် law လော် 

chite ချို က် htwin ထွေင် byone မဗုန်: lo ေိ:ု 

chin ချင် htwat ထွေက ် byat မဗပ် lyan ေျြ်: 

chint ချင့် htwin ထွေင်: byote မဗုပ် hla ေ ှ

chin ချင်: htun ထွေန်: bout လဗာက် hlaw လေှာ် 

chaung လချာင် htut ထွေဋ် bin ဗင် hlan ေှ ံ

chaung လချာင်: htoot ထွေတ ် bint ဗင့် hlay လေှ 

chai ချို င် hton ထွေန် binn ဗင်: hlay လေှ: 

chyite ချို င့် htwal ထွေယ ် bit ဗစ် hlal ေှ ဲ

chine ချို င်: htwae ထွေယ် ့ bwar ဗွော hlee ေှ:ီ 

chit ချစ် htai ထိဏ် bwar ဗွော: hoe ေျိုှ : 

chin ချဉ် htat ထတ ် bway လဗွေ lat ေက ်

chinn ချဉ်: htate ထိတ ် bway လဗွေ: lout လောက် 

chint ချဉ့် htan ထန် bwat ဗွေက် lite ေိုက ်

khat ခတ် htant ထန့် ban ဗန် lin ေင် 

chate ချိတ် htan ထန်: bant ဗန့် lint ေင့် 

chote ချု တ် htan ထါန်: bam ဗန်: linn ေင်: 

chan ချန် htane ထိန် bane ဗိန် lain ေိင် 

chant ချန့် htate ထိန့် b ဘ laung လောင် 

chann ချန်: hte ထီ: bane ဘိန်: laung လောင်: 
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chane ချိန် htu ထု bone ဘုန် line ေိုင် 

chane ချိန်: htu ထူ bone ဘုန်: line ေိုင်: 

chone ချု န် htu ထူ: bat ဘပ် w ဝ 

chone ချု န်: htay လထ bate ဘိပ် wat ဝပ် 

chap ချပ် htae လထ့ bote ဘုပ် wate ဝိပ် 

chate ချိပ် htay လထ: bam ဘြ် wote ဝုပ် 

chote ချု ပ် htal ထဲ amt ြ့် wum ဝြ် 

khar ခါ htae ထဲ့ bum ဘြ်: wum ဝြ့် 

kha ခါ. htaw လထာ bane ဘိြ်: one ဝြ်: 

kharr ခါ: htaw လထာ် bal ဘယ ် wal ဝယ် 

khi ခိ htot လထာ့် bae ဘယ် ့ an ဝဏ် 

khe ခီ htan ထံ bat ဘတ ် at ဝတ် 

kheet ခ့ီ htoe ထို: bar ဘာ ote ဝုတ် 

khee ခီ: hto ထို ba ဘာ ့ ane ဝိန် 

khu ခု htet ထက ် bar ဘာ: an ဝန် 

khuu ခူ htate ထိက ် bi ဘိ ant ဝန့် 

khu ခ့ူ htone ထုံ: be ဘီ am ဝန်: 

khuu ခူ: htout လထာက် beet ဘ့ီ war ဝါ 

khay လခ htin ထင် bee ဘီ: war ဝါ: 

khae လခ့ htint ထင့် bu ဘု wi ဝိ 

khay လခ: htin ထင်: bu ဘူ we ဝီ 

khal ခဲ htit ထစ် bu ဘူ: wii ဝီ: 

khae ခ့ဲ htaung လထာင် bay လဘ wu ဝူ: 

khaw လခါ htout လထာင့် bay လဘ: wai လဝ 

khaw လခါ် htaung လထာင်: bal ဘဲ way လဝ: 
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khot လခါ့် htine ထိုင် baw လဘာ wal ဝဲ 

khan ခံ thai ထိုင်: boss လဘာ့စ် waw လဝါ 

khant ခ့ံ htwar ထွော bo ဘုိ wan ဝံ 

kho ခုိ htwar ထွော: boe ဘုိ: woit ဝတ် 

khot ခ့ုိ htwe ထွေီ bat ဘက ် wat ဝက် 

khoe ခုိ: htwe ထွေီ: bate ဘိက ် wate ဝိက် 

chan ချြ်: htway လထွေ bout လဘာက် win ဝင် 

chaint ချိြ့် htwe လထွေ: bate ဘိဂ် wint ဝင့် 

chal ချယ် d ဒ bin ဘင် win ဝင်: 

cha မခ dane ဒိန်: bint ဘင့် wine ဝုိင် 

char မခာ done ဒုန် binn ဘင်: wine ဝုိင်: 

char မခာ: done ဒုန့် baung လဘာင် whar ဝှာ 

chi မခိ done ဒုန်: bout လဘာင့် whar ဝှာ: 

che မခီ dat ဒပ် baung လဘာင်: th သ 

chee မခီ: date ဒိပ် bine ဘုိင် thein သိန်: 

chu မခု dote ဒုပ် bite ဘုိင့် thone သုန် 

chu မခူ dam ဒြ်: bine ဘုိင်: thont သုန့် 

chuu မခူ: dain ဒိြ် bwar ဘွော thone သုန်: 

chay လမခ dam ဒြ် bwarr ဘွော: that သပ် 

chae လမခ့ dane ဒိြ်: bway လဘွေ thate သိပ် 

chay လမခ: dal ဒယ် bwat ဘွေက ် thote သုပ် 

chal မခဲ dar ဒါ bwin ဘွေင်: tham သြ် 

chae မခ့ဲ dar ဒါ့ ban ဘဏ် tham သြ်: 

chan မခံ dar ဒါ: bat ဘတ ် theim သိြ် 

chant မခ့ံ di ဒိ bate ဘိတ ် thaint သိြ့် 
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cho မခို de ဒီ bote ဘုတ ် theim သိြ်: 

choe မခိ ့ု dat ဒတ် ban ဘန် thal သယ ်

choe မခို: de ဒီ: bant ဘန့် thain သိဏ် 

chone မခုံ du ဒု bam ဘန်: thine သုိဏ်: 

chote မခုံ့ du ဒူ bane ဘိန် that သတ ်

chone မခု: day လဒ: m ြ thane သိန် 

chout လမခာက် du ဒူ: main ြိန်: thate သိတ ်

chite မခိုက် day လဒ mone ြုန် thote သုတ ်

chin မခင် do ဒုိ mont ြုန့် than သန် 

chint မခင့် do ဒ့ုိ mone ြုန်: thant သန့် 

chinn မခင်: doe ဒုိ: mum ြြ် than သန်: 

chaung လမခာင် daw လဒါ mal ြယ် thin သင် 

chout လမခာင့် daw လဒါ် mal ြယ်ေ် thint သင့် 

chaung လမခာင်: daw လဒါ့် mae ြယ့် thinn သင်: 

chit မခစ် dat ဒက် mhaw လြှာ် thaung လသာင် 

chote မခုတ် date ဒိက် mho ြှို thount လသာင့် 

chane မခိန်: dout လဒါက် mhoe ြှို: thaung လသာင်: 

chone မခုန်: dite ဒုိက် mhone ြှု ံ thine သုိင်: 

chat မခပ် din ဒင် mall လြာေ် thit သစ် 

chote မခုပ် dint ဒင့် myar ြျာ twar သွော: 

chan မခြ်: din ဒင်: myar ြျာ: thway လသွေ 

chane မခိြ် dain ဒိင် myu ြျူ  thwe လသွေ: 

chate မခိြ့် daung လဒါင် myu ြျူ : thwal သွေ ဲ

chane မခိြ်: dout လဒါင့် myaw လြျာ thwe သွေဲ့ 

chal မခယ် daung လဒါင်: myo ြျို  thwat သွေက ်
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khat ခက် dine ဒုိင် myoe ြျို ့ thwin သွေင် 

khite ခုိက် dine ဒုိင့် myo ြျို : thwint သွေင့် 

khin ခင် dine ဒုိင်: myat ြျက် thwin သွေင်: 

khint ခင့် dwa ဒွေ myout လြျာက် thoot သွေတ ်

khinn ခင်: dwar ဒွော myite ြျို က် thon သွေန် 

khaung လခါင် dweet ဒွေိ myin ြျင်: thont သွေန့် 

khout လခါင့် dwe လဒွေ: myaung လြျာင် thon သွေန်: 

khaung လခါင်: dwee ဒွေီ myaung လြျာင်: thwot သွေပ် 

khine ခုိင် doot ဒွေတ် myai ြျို င် thwan သွေြ်: 

khite ခုိင့် don ဒွေန် myin ြျဉ်: thwal သွေယ ်

khine ခုိင်: dont ဒွေန့် mat ြတ် thwae သွေယ် ့

khit ခစ် donn ဒွေန်: mar ြာ thyat သတ ်

khwa ခွေ dan ဒဏ် ma ြာ့ thar သာ 

khwar ခွော dan ဒါဏ် mar ြာ: tha သာ့ 

khwa ခွော့ dane ဒိဏ် mi ြိ tharr သာ: 

khwarr ခွော: dat ဒတ် me ြီ thi သိ 

khweet ခွေ ိ date ဒိတ် mi ြ့ီ the သီ 

khwee ခွေ ီ dote ဒုတ် mee ြီ: theet သ့ီ 

khwee ခွေ:ီ dan ဒန် mu ြု thee သီ: 

khway လခွေ dant ဒန့် mu ြူ thu သု 

khwae လခွေ့ dan ဒန်: mhu ြ့ူ thu သူ 

khway လခွေ: dan ဒါန်: muu ြူ: thhu သ့ူ 

khwal ခွေ ဲ dane ဒိန် may လြ thay လသ 

khwae ခွေဲ့ d ဓ mae လြ့ thay လသ: 
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khon ခွေ ံ dar ဓါ: may လြ: thal သဲ 

khont ခွေံ့ n န mal ြဲ thae သ့ဲ 

khwat ခွေက် none နုန် maw လြာ thaw လသာ 

khwite ခွေိုက် none နုန့် maw လြာ် thaw လသာ် 

khwin ခွေင် none နုန်: mot လြာ့် thot လသာ့် 

khwint ခွေင့် nat နပ် man ြံ than သံ 

khwin ခွေင်: nate နိပ် mo ြုိ tho သုိ 

khoi ခွေိုင် note နုပ် moe ြုိ: thoet သ့ုိ 

khoot ခွေတ် nurve နာဗ် mya မြ thoe သုိ: 

khon ခွေန် num နာြ် myar မြာ thet သက ်

khont ခွေန့် nam နြ့် myar မြာ: thite သိက ်

khonn ခွေန်: nan နြ်: myu မြု thote သုက ်

khwot ခွေပ် nal နယ် myu မြူ thout လသာက် 

khwan ခွေြ် nar နာ myuu မြူ: thike သုိက ်

khwann ခွေြ်: nar နာ့ myay လမြ h ဟ 

chwa ချွ nar နာ: myae လမြ့ hein ဟိန်: 

chway လချွ ni နိ myay လမြ: hone ဟုန် 

way လချွ: ne နီ myal မြဲ hone ဟုန်: 

chwal ချဲွ nat နတ် mhae မြ့ဲ hwar ဟွှာ: 

khat ခတ် ne နီ: mhaw လမြာ hal ဟယ ်

khote ခုတ် nu နု mywae လမြာ့ ham ဟြ်: 

khit လခတ် nu နူ myan မြံ ham ဟြ် 

khan ခန် hu န့ူ myo မြို hop လဟာပ့် 

khant ခန့် nu နူ: myoe မြိ ့ု har ဟာ 

khan ခန်: nay လန myoe မြို: ha ဟာ့ 
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khane ခိန် nae လန့ myon မြုံ har ဟာ: 

khate ခိန့် nay လန: myote မြုံ့ hi ဟ ိ

chwal ချဲွ ne နဲ myone မြုံ: he ဟ ီ

chyon ချံွ nae န့ဲ myat မြက် hee ဟ:ီ 

chot ချွက် naw လနာ myout လမြာက် hu ဟ ု

chwin ချွင် naw လနာ် myite မြိုက် hu ဟ ူ

chyut ချွတ် naw လနာ့် myin မြင် hu ဟ:ူ 

chon ချွန် nan နံ myint မြင့် hay လဟ 

chonn ချွန်: nan န့ံ myin မြင်: hay လဟ့ 

chyun ချွြ်: no နုိ myaung လမြာင် hay လဟ: 

chway လ ခ no န့ုိ myaung လမြာင်: hal ဟ ဲ

chwae လ ခ့ no နုိ: myai မြိုင် hae ဟဲ ့

g ဂ nhar နှာ myine မြိုင်: haw လဟာ 

game ဂိြ်: nhe နီှ myit မြစ် haw လဟာ် 

gon ဂုန် nhee နီှ: myat မြတ် hot လဟာ့် 

jay လဂျ: nuu နှု myate မြိတ် han ဟ ံ

gone ဂုန်: nhu နှု: myote မြုတ် hoe ဟိ:ု 

gat ဂပ် nhuu နှူ: myan မြန် ho ဟိ ု

gate ဂိပ် nhay လနှ myan မြန်: hin ဟင် 

jar ဂျာ: naye လနှ: myone မြုန်: hint ဟင့် 

ji ဂျိ ngal နဲှ mha ြှ hin ဟင်: 

je ဂျီ hlae နဲှ. mhar ြှာ haung လဟာင် 

gyi ဂျီ: nhaw လနှာ mhar ြှာ: haung လဟာင်: 

ja ဂျ nhaw လနှာ် mhe ြီှ hine ဟိုင်: 
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jar ဂျာ nhoe နှို: mhee ြီှ: hit ဟစ် 

ju ဂျူ : nhat နှက် mhu ြှု hwa ဟွေ 

jone ဂျံု : nhout လနှာက် mhyae လြှ: hwar ဟွော 

jet ဂျက် nhite နှိုက် mhone ြှု:ံ hwa ဟွော့ 

jauk လဂျာက် nat နက် mhat ြှက် hwar ဟွော: 

jyike ဂျို က် nate နိက် mhout လြှာက် hat ဟက ်

jin ဂျင် nout လနာက် mhite ြှိုက် hout လဟာက် 

joe ဂျို : nite နုိက် mhin ြှင် hite ဟိုက ်

jin ဂျင်: nin နင် mat ြက် at ဟတ ်

jaung လဂျာင် nint နင့် mate ြိက် ate ဟိတ ်

jaung လဂျာင်: nin နင်: mhone ြံု: ote ဟုတ ်

jo ဂျို  nain နိင် mout လြာက် an ဟန် 

jite ဂျို င့် naung လနာင် min ြင် am ဟန်: 

jine ဂျို င်: nout လနာင့် mint ြင့်  အ 

jit ဂျစ် naung လနာင်: min ြင်: own အုန်: 

gat ဂတ် nine နုိင် maung လြာင် at အပ် 

jake ဂျိတ် nine နုိင်: mout လြာင့် ate အိပ် 

jote ဂျု တ် nit နစ် maung လြာင်: ote အုပ် 

jane ဂျိန်: nwar နွော: mine ြုိင် ann အြ်: 

gar ဂါ nway လနွေ mhite ြုိင့် ain အိြ် 

jone ဂျု န်: nway လနွေ: mine ြုိင်: aint အိြ့် 

jat ဂျပ် nwal နွေဲ mhing ြိူင် ane အိြ်: 

jate ဂျိပ် wae နွေဲ့ mit ြစ် at အတ ်

jote ဂျု ပ် non နွေံ mars ြာစ် at အတ်စ် 

gar ဂါ: nwin နွေင်: mars ြာ:စ် ate အိတ ်
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gi ဂိ nhaung လနှာင် mwa ြွေ ote အုတ ်

ge ဂီ nhaung လနှာင်: mwar ြွော an အန် 

gaw လဂါ nhaing နှိုင်: warr ြွော: am အန်: 

gaw လဂါ် nhan နှန် mway လြွေ ane အိန် 

gow လဂါ nlant နှန့် myae လြွေ့ yat အတ ်

gay လဂ: han နှန်: mway လြွေ: ar အာ 

gal ဂဲ hane နိှန် mwal ြွေ ဲ arr အာ: 

go ဂုိ nhat နှပ် mwat ြွေက် i အိ 

gu ဂူ: nhan နှြ်: mwite ြွေိုက် e အီ 

goal ဂုိ: nat နတ် moi ြွေိုင် ee အီ: 

gum ဂျြ်: nan နန် moi ြွေိုင်: u အု 

jaint ဂျိြ့် nant နန့် moot ြွေတ် uu အူ 

jel ဂျယ် nang နန်: mon ြွေန် uu အူ: 

gwe ဂွေ ီ nhwar နွှာ mont ြွေန့် ay လအ 

gweet ဂွေ ိ nhwae လနွှ: moon ြွေန်: ae လအ့ 

gway လဂွေ nhwal နွှဲ mhaung လြှာင် ay လအ: 

gwa ဂွေ nhwin နွှင် mhaung လြှာင်: al အဲ 

gway လဂွေ: p ပ mhaing ြှိုင် ae အ့ဲ 

gwat ဂွေက် pane ပိန်: mhaing ြှိုင်: aww လအာ 

gwin ဂွေင် pone ပုန် mhat ြှတ် aw လအာ် 

gwin ဂွေင်: pont ပုန့် mhote ြိှတ် ot လအာ့် 

gone ဂွေန်: pone ပုန်: mhote ြှုတ် an အံ 

gwat ဂွေပ် pat ပပ် mhan ြှန် ant အ့ံ 

gwan ဂွေြ် pate ပိပ် mhan ြှန်: o အုိ 
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gwan ဂွေြ်: pote ပုပ် mhane ြိှန် oet အ့ုိ 

gone ဂုဏ် pann ပြ်: mhane ြိှန်: oe အုိ: 

gine ဂုိဏ်: pal ပယ် mhone ြှုန် at အက ်

gat ဂတ် pya ပျ mhone ြှုန်: out လအာက် 

gat ဂါတ် pyar ပျာ hat ြှပ် ite အုိက ်

gate ဂိတ် pya ပျာ့ mhate ြိှပ် in အင် 

gote ဂုတ် pyar ပျာ: mhote ြှုပ် int အင့် 

gan ဂန် pyu ပျူ  mat ြတ် inn အင်: 

gant ဂန့် pyal ပျဲ mat ြတ်စ် aung လအာင် 

gun ဂန်: pyaw လပျာ mate ြိတ် aung လအာင့် 

gane ဂိန် pyot လပျာ့ mote ြုတ် aung လအာင်: 

jyut ဂျွတ် pyaw လပျာ် moat ြုဒ် i အုိင် 

john ဂျွန် pyan ပျံ man ြန် i အုိင့် 

john ဂျွန်: pyant ပျံ့  mant ြန့် eye အုိင်: 

jyum ဂျွြ်: pyo ပျို  mam ြန်: it အစ် 

gin ဂင် pyoe ပျို ့ mane ြိန်   

gout လဂါက် pyoe ပျို : myot ြျွက်   

 

特殊文字 

lhyo ေျိှု့ wontar ဝန္တာ nitsa နစ္စ sanda စန္ဒ 

lhyoe ေျိှု: goatta ဂတ္တ  myitzi ြဇ္ိဈ sanda ဆန္ဒ 

lhyat ေျှက ် thandar သန္တာ theitkhao သိကွော indi အိန္ဒိ 

lhyin ေျှင် thanda သန္တ dotka ဒုက္ခ kaida ကိန္ဒ 

lhyat ေျှပ် atta အတ္တ  dotkhe ဒုက္ခိ eidray အိမန္ဒလ 
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lhyan ေျှြ်: lantate ေန္တိတ် yatkha ယက္ခ eidra အိမန္ဒာ 

kaba ကြ္ဘာ့ moteta ြုတ္တ  ratka ရုက္ခ nandar နန္ဒာ 

kamba ကြ္ဘာ့ yateta ရိတ္တ  latkha ေက္ခ moteda ြုဒ္ဒ 

kabar ကြ္ဘာ khandar ခန္ဓာ theitkhar သိက္ခာ eaidray ဣမန္ဒလ 

kambaw ကလြ္ဘာ bandu ဗန္ဓု yatkhe ရက္ခိ batga ဘဂ္ဂ 

setkant စက္ကန့် buddha ဗုဒ္ဓ satkhu စက္ခု poatgo ပုဂ္ဂိုေ် 

satku စက္ကူ damma ဓြ္မ inga အဂဂ matga ြဂ္ဂ 

matka ြက္က dammar ဓြ္မာ ingar အဂဂါ poatga ပုဂ္ဂ 

kyiteka ကျိုက္က kyanmar ကကြ္မာ dingar ဒဂဂါ: ponenar ပုဏ္ဏာ: 

oatka ဥက္က thanmar သြ္မာ ninga နဂဂ bandar ဘဏ္ဍာ 

tatka တက္က thanma သြ္မ nitsa နစ္စ thatan သဏ္ဍာန် 

thatka သက္က yatmat ရြ္မက် myitzi ြဇ္ိဈ sanda စန္ဒ 

mailar ြိေ္လာ woothtu ဝတ္ထ ု theitkhao သိကွော sanda ဆန္ဒ 

thandan သဏ္ဌာန် matehti ြိတ္ထ ီ dotka ဒုက္ခ indi အိန္ဒိ 

patnar ပဏ္ဌာ poatsar ပုစ္ဆာ dotkhe ဒုက္ခိ kaida ကိန္ဒ 

ganda ကဏ္ဌ eightsi ဣစ္ဆိ yatkha ယက္ခ eidray အိမန္ဒလ 

santa စန္တ myitseet ြစ္ဆိ ratka ရုက္ခ eidra အိမန္ဒာ 

anda အန္တ wontar ဝန္တာ latkha ေက္ခ nandar နန္ဒာ 

nethti နတ္တ ိ goatta ဂတ္တ  theitkhar သိက္ခာ moteda ြုဒ္ဒ 

lhyo ေျိှု့ thandar သန္တာ yatkhe ရက္ခိ eaidray ဣမန္ဒလ 

lhyoe ေျိှု: thanda သန္တ satkhu စက္ခု batga ဘဂ္ဂ 
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lhyat ေျှက ် atta အတ္တ  inga အဂဂ poatgo ပုဂ္ဂိုေ် 

lhyin ေျှင် lantate ေန္တိတ် ingar အဂဂါ matga ြဂ္ဂ 

lhyat ေျှပ် moteta ြုတ္တ  dingar ဒဂဂါ: poatga ပုဂ္ဂ 

lhyan ေျှြ်: yateta ရိတ္တ  ninga နဂဂ ponenar ပုဏ္ဏာ: 

kaba ကြ္ဘာ့ khandar ခန္ဓာ nitsa နစ္စ bandar ဘဏ္ဍာ 

kamba ကြ္ဘာ့ bandu ဗန္ဓု myitzi ြဇ္ိဈ thatan သဏ္ဍာန် 

kabar ကြ္ဘာ buddha ဗုဒ္ဓ theitkhao သိကွော sanda စန္ဒ 

kambaw ကလြ္ဘာ damma ဓြ္မ dotka ဒုက္ခ sanda ဆန္ဒ 

setkant စက္ကန့် dammar ဓြ္မာ dotkhe ဒုက္ခိ indi အိန္ဒိ 

satku စက္ကူ kyanmar ကကြ္မာ yatkha ယက္ခ kaida ကိန္ဒ 

matka ြက္က thanmar သြ္မာ ratka ရုက္ခ   

 

４－３ミャンマー語入力方法に関する必要条件の検討 

 

 まず、このミャンマー語入力方法に必要機能を検討する。 

・Unicodeに従ったフォントの使用 

・オペレーティングシステムへの依存性をできる限り減らす 

・シンプルでアルファベット入力からミャンマー語に変換してくれる 
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５．設計と実装 

 

 この節では、本研究のシステムの設計と実装をする。 下記のプログラムはHangul IMEを改造し

たものである。Hangul IME の作成者であるみよしさんの協力で実装したものである。 

 

５−１ 概要 

 本プログラム BurmeseIMEは、Javascriptが動作するWebブラウザにおいてミャンマー語を入力

可能にするスクリプトである。以下のように実装を行った。 

・ミャンマー語のアルファベット入力ができる。 

 ・ミャンマー語IMEがなくてもブラウザだけで入力できる。 

 ・視線を動かすことなく、自然に入力できる。 

・クロスブラウザである。 

 ・IE, Firefox, Safariで動作する。 

 ブラウザのみでミャンマー語を入力する必要性があるのは、シンプルでかつ確実に入力できるス

タイルにこだわっていた。そのため、高速に入力できることや、オペレーティングシステムに実装

されているIMEとほぼ同じ動作をするよう考えた。 

 

５－２ 実装環境 

 

 本環境は、以下の表の環境において実装を行う。 

表５−１：「実装環境」 

 

PC 本体 

プロセッサ 

ソフトウェア 

メモリ 

プログラム言語 

MacBook Air 

1.6 GHz Intel Core i5 

Mac OS X Lion 10.7.5 

2 GB 1333 MHz DDR3 

HTML,JavaScript 
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全体のプログラムの図は図５－１：のように構成されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５－1：「プログラム全体図」 

５−３ 実装・入力ページ 

 

 トップベージで入力動作ができる。以下の表５－１「index.html」に示す。 

 

 

表５−１「index.html」 

<!DOCTYPE html> 

<html lang="ja"> 

  <head> 

    <meta charset="utf-8"> 

      <title>Burmese Web IME</title> 

      <meta name="keywords" content=""> 

      <meta name="description" content=""> 

Style.css 

Jsim_keycode.js 

Jsim_common.js 

Jsim.js 

Jsim_burmese.js 

Jsim_caret.js 

Jquery-1.7.1.js 

D3.v3.min.js 

Burmese_table.js Burmese_dic.js 

Index.html 

Standalone.cs
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      <link rel="stylesheet" href="lib/bootstrap/css/bootstrap.min.css"> 

      <link rel="stylesheet" href="css/style.css" media="all"> 

      <link rel="stylesheet" href="css/style.css" media="all"> 

      <link rel="stylesheet" href="css/standalone.css" media="all"> 

      <script src="lib/jquery-1.7.1.js"></script> 

      <script src="lib/d3.v3.min.js"></script> 

      <style> 

        #burmese_box{ 

          font-size:20pt; 

          width:100%; 

          height:300px; 

        } 

        footer{ 

          text-align:center; 

        } 

      </style> 

  </head> 

  <body> 

 

    <div class="navbar navbar-inverse navbar-fixed-top"> 

      <div class="navbar-inner"> 

        <div class="container"> 

          <a class="brand" href="http://labo.colspan.net/">Labo</a> <a class="brand" 

href="http://labo.colspan.net/burmese/">Burmese Web IME</a> 

        </div> 

      </div> 

    </div> 

 

     

    <div class="hero-unit"> 
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      <h1>Burmese Web IME</h1> 

      <p>á€™á€¼á€”á€ºá€™á€¬á€ á̃€¬á€žá€¬; </p> 

       

      <form> 

        <textarea id="burmese_box"></textarea> 

      </form> 

      <script src="lib/jsim_common.js"></script> 

      <script src="lib/jsim_keycode.js"></script> 

      <script src="lib/jsim_caret.js"></script> 

      <script src="lib/jsim.js"></script> 

      <script src="lib/burmese_table.js"></script> 

      <script src="lib/burmese_dic.js"></script> 

      <script src="lib/jsim_burmese.js"></script> 

 

      <!--a class="btn btn-primary btn-large" href="#">Send Feedback</a--> 

    </div> 

 

    <!-- animated burmese convertion window --> 

    <script> 

      var lastElement = null; 

      var bufferViewerHeight = 100, bufferViewerWidth = 500; 

      var svg = d3.select('.hero-unit').append("svg") 

      .attr("height",bufferViewerHeight) 

      .attr("width",bufferViewerWidth); 

       

      var bufferViewerUpdate = function ( text ){ 

        if( lastElement != null ){ /* ãƒ�ãƒƒãƒ•ã‚¡é€€å ́  */ 

          lastElement.transition() 

          .attr('y',bufferViewerHeight*1.5) 

          .remove(); 
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          lastElement = null; 

        } 

        /* ãƒ�ãƒƒãƒ•ã‚¡ç™»å ́  */ 

        var element = svg.append('text') 

        .attr('font-size',"30pt") 

        .attr('x',200) 

        .attr('y',0); 

 

        element.text(JSIM_Common.stripTags(text)) 

        element.transition().duration(500) 

        .attr('y', bufferViewerHeight/2); 

         

        lastElement = element; 

         

      } 

      </script> 

      <!-- execute javascript ime --> 

      <script> 

        burmeseObj = new JSIM( document.getElementById( 'burmese_box' ), 

JSIM_Burmese ); 

      </script> 

 

     

  

    <footer> 

      <p>&copy; <a href="http://flavors.me/colspan">Miyoshi.K</a> 2013. &copy; <a 

href="http://twitter.com/lwinphyu">lwinphyu</a> 2013.</p> 

    </footer> 

     

    <script src="lib/bootstrap/js/bootstrap.min.js"></script> 
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  </body> 

</html> 

 

５−４ 実装ファイル 

表５−２「burmese_dic.js」 

function burmeseAutomata ( statement, inputChar ){ 

  if( statement == null ){ 

    statement = { 

    consonantAlphabetBuffer:"", // 入力されたアルファベット列 

    consonantList:[""], // リスト 

    consonantListSelectedNum:0, // リストの選択番号 

    vowelAlphabetBuffer:"", // 入力されたアルファベット列ｓ 

    vowelList:[""], // リスト 

    vowelListSelectedNum:0, // リストの選択番号 

    mode:"consonant", 

    outputStr:"" 

    }; 

  } 

  var inlineBuffer_output = ""; 

 

  console.log( burmeseVowel.indexOf(inputChar.toLowerCase()) ); 

   

  /* 文字の母音・子音判定 */ 

  if( burmeseConsonant.indexOf(inputChar.toLowerCase()) != -1 ){ /* 子音 */ 

    var selectedConsonant = burmeseConvertTableConsonant[inputChar.toLowerCase()][0]; 

/*    statement.List.push( selectedConsonant ); 

    statement.consonantAlphabetBuffer += selectedConsonant;*/ 

    statement.outputStr = selectedConsonant; 
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  } 

  else if( burmeseVowel.indexOf(inputChar.toLowerCase()) != -1 ){ /* 母音 */ 

    var selectedVowel = burmeseConvertTableVowel[inputChar.toLowerCase()][0]; 

    statement.outputStr = selectedVowel; 

  } 

  else{ /* その他 */ 

    statement.outputStr = ''; 

  } 

   

  return statement; 

} 

 

 

表５－3「burmese_table.js」 

var burmeseConvertTableConsonant = { 

  "b":["ဘ"], 

  "d":["ဒ"], 

  "g":["ဂ"], 

  "h":["ဟ"], 

  "k":["က"], 

  "l":["လ"], 

  "m":["မ"], 

  "n":["န"], 

  "p":["ပ"], 

  "r":["ရ"], 

  "s":["စ"], 

  "t":["တ","သ"], 

  "v":["ဗ"], 

  "w":["ဝ"], 
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  "y":["ယ"], 

  "z":["ဇ"] 

}; 

 

var burmeseConsonant = []; 

for( key in burmeseConvertTableConsonant ){ 

  burmeseConsonant.push( key ); 

} 

 

 

var burmeseConvertTableVowel = { 

  "a":"ာ", 

  "e":"ေ", 

  "i":"ိ", 

  "u":"ု" 

}; 

 

var burmeseVowel = []; 

for( key in burmeseConvertTableVowel ){ 

  burmeseVowel.push( key ); 

} 

 

 

表：「jsim_burmese.js」 

////////////////////////////////// 

// 

//    JS IM Burmese 

//        by Colspan (Miyoshi) 

//         http://colspan.net/ 
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//        License : MIT license 

// 

// depend jsim_common.js,jsim_keycode.js,jsim_caret.js,jsim.js 

 

 

// JSIM Method Sample 

var JSIM_Burmese = { 

  methodName : "burmese", 

  version : "20130115", 

  language : "Burmese", 

  author : "Colspan", 

  params : { 

    displayString : 'á€™', 

    listBox : true, 

    inlineInsertion : false 

  }, 

  JSIM_Obj : null, 

  localVars : { 

    burmeseAutomataStmt:null 

  }, 

  commands : { 

    accept : function( stmtObj ){ 

      stmtObj.returnObj.ignoreEvent = false; 

      return stmtObj; 

    }, 

    getConsonant : function( stmtObj ){ 

      var inputChar = stmtObj.keyStatus.inputChar; 

 

      var burmeseAutomataStmtOutput = 

burmeseAutomata( stmtObj.JSIM_Obj.methodObj.localVars.burmeseAutomataStmt, inputChar ); 
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      stmtObj.returnObj.outputStr = burmeseAutomataStmtOutput.outputStr; 

      bufferViewerUpdate( inputChar.toLowerCase() + " : " +  

burmeseAutomataStmtOutput.outputStr); /* å…¥åŠ›æ–‡å­—è¡̈ ç¤º */ 

      /*if( burmeseAutomataStmtOutput.outputStr == '' ){ // å¯¾å¿œã�—ã�ªã�„æ–‡å­—ã�̄

ã��ã�®ã�¾ã�¾ã‚¹ãƒ«ãƒ¼ã�™ã‚‹ 

        stmtObj.returnObj.ignoreEvent = false; 

      }*/ 

      return stmtObj; 

    }, 

    disabled : function( stmtObj ){ /* å‰Šé™¤ã�™ã‚‹ã�®ã�Œã‚‚ã�£ã�Ÿã�„ã�ªã�„ã�®ã�§ã�̈

ã�£ã�¦ã�Šã�� */ 

      /* å€™è£œã�Œè¤‡æ•°ã�‚ã‚‹å ́ å�̂ã�̄é�̧æŠžç”»é�¢ã‚’è¡̈ ç¤ºã�™ã‚‹ */ 

      var guiList = ( burmeseAutomataStmtOutput.mode == "consonant" ? 

burmeseAutomataStmtOutput.consonantList : burmeseAutomataStmtOutput.vowelList ); 

      if( guiList.length > 1 ){ 

        // ãƒªã‚¹ãƒ̂ ã‚’è¡¨ç¤º 

        stmtObj.JSIM_Obj.GUI.list.update( guiList ); 

      } 

      else{ 

        stmtObj.JSIM_Obj.GUI.list.hide(); 

      } 

      stmtObj.JSIM_Obj.methodObj.localVars.burmeseAutomataStmt = 

burmeseAutomataStmtOutput; 

      stmtObj.returnObj.inlineBuffer = inlineBuffer_output; 

      stmtObj.returnObj.mode = "input_consonant"; 

 

    } 

  }, 

  utils :{ 
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  }, 

  init : function(){ 

    this.JSIM_Obj.mode = 'input' 

  }, 

  statementGenerator : function( eventObj ){ 

    var JSIM_Obj = this.JSIM_Obj; 

     

    var statement = { 

      commands : [], 

      keyStatus : eventObj.keyStatus, 

      calledObj : eventObj.calledObj, 

      JSIM_Obj : this.JSIM_Obj, 

      extJSON : null, 

      returnObj : {outputStr:"",ignoreEvent:true,inlineBuffer:"",mode:""}, 

      errorFlag : false 

    }; 

 

    switch( JSIM_Obj.mode ){ 

      case 'init' : // åˆ�æœŸåŒ–ç›́ å¾Œ 

      case 'input_consonant' : // å…¥åŠ›ãƒ¢ãƒ¼ãƒ‰ 

      default://debug 

        if( ! eventObj.keyStatus.inputChar ) switch( eventObj.keyStatus.inputCode ){ 

          case 8: // Back Space 

            statement.commands = [ 

                                  this.commands.backspace 

                                  ]; 

            break; 

          case 27 : // ESC 

            statement.commands = [ 

                                  this.commands.cancel 
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                                  ]; 

            break; 

          case 32 : // Space 

          case 10 : // Enter 

          case 13 : // Enter 

            statement.commands = [ 

                                  this.commands.accept 

                                  ]; 

            break; 

          default: // æ•°å­—ã‚„è̈ ˜å�·ã�ªã�© 

            statement.commands = [ 

                                  this.commands.accept 

                                  ]; 

            statement.returnObj.ignoreEvent = false; 

            break; 

        } 

        else{ 

          statement.commands = [ 

                                this.commands.getConsonant 

                                ]; 

        } 

        break; 

    } 

    return statement; 

  } 

} 

 

表：「standalone.css」 

body{ 
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font-size:10pt; 

font-family:Malgun Gothic,Verdana; 

background:white; 

} 

form{ 

margin:1px; 

} 

textarea,input[type="text"]{ 

font-size:10pt; 

font-family: Verdana; 

} 

input[type="submit"]{ 

font-size:8pt; 

} 

h1{ 

margin:0 2px; 

} 

h2{ 

margin:40px 3px 20px 3px; 

font-size:14pt; 

} 

#hangulime,#japaneseime{ 

margin-top:10px; 

width:400px; 

height:150px; 

font-size:12pt; 

} 

 

img{ 

border:0; 
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} 

#version{ 

font-size:8pt; 

margin: 8px 0; 

} 

#credit{ 

font-size:8pt; 

margin-top:10px; 

float:left; 

width:200px; 

} 

#explanation{ 

width:200px; 

font-size:8pt; 

margin-top:10px; 

float:left; 

} 

 

 

#hangulIM_adsense,#hangulime_for_search{ 

width:270px; 

} 

 

.searchbox{ 

width:250px; 

} 
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表：「style.css」 

 

.jsim_bufferbox{ 

font-size:9pt; 

background:#FFC; 

color:#008; 

border:solid 1px #333; 

visibility:hidden; 

position:absolute; 

top:40px; 

left:500px; 

width:200px; 

padding:3px; 

} 

.jsim_listbox{ 

background:#FFE; 

list-style-type:none; 

list-style-position:inside; 

visibility:hidden; 

border:solid 1px #333; 

padding:0 3px 3px 3px; 

margin:0; 

position:absolute; 

top:100px; 

left:500px; 

width:200px; 

} 

.jsim_listbox li{ 

padding:3px; 

margin:3px 0 0 0; 
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border-style:solid; 

border-color:#FFF; 

border-width:1px; 

} 

li.jsim_listbox_li_selected{ 

border-color:#888; 

background:#CCE; 

color:#333; 

} 

.jsim_target_segment{ 

text-decoration:underline; 

color:#FFF; 

background:#008; 

} 
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６．評価と考察 

 

６−１ 動作検証 

６−１−１ 動作検証環境 

 本実装は以下の環境において動作検証を行った。 

 

表６−１：「動作検証環境」 

PC本体 

プロセッサ 

オペレーティングシステム 

メモリ 

ブラウザ 

Mac Book Air 11inch Mid 2011 

1.6 GHz Intel Core i5 

Mac OS X Lion 10.7.5 

2 GB 1333 MHz DDR3 

safari 

 

６−１−２ 動作画面 

 動作画面に入力を行う。 

 

 

図６−１「入力画面」 
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 入力の仕方は、アルファベットを入力する。 

 

６−２ 機能評価 

 

 目標とした機能のうち、実装できたこととできなかったことを述べる。 

   

・実装できたこと 

 ・ミャンマー語のIMEがなくてもアルファベット入力から基本程度のミャンマー語の子音と子音

の少数の母音の結合に変換ができた。 

 ・キーボードレイアウトを見なくても入力できる。 

 ・Unicodeで実装した。 

・クロスブラウザである。（IE, Firefox, Safari、Chormeで動作する。） 

・実装できななっかこと 

 ・子音を複雑母音の結合 

 ・ローカル使用 

 ・効率よく入力 

 ・２階建て文字入力 

 ・完全な入力 

 ・実用システム 

 ・完全なミャンマー文字変換 

 ・Mac OS Xと Windows8以外の使用 

  

６−３ 考察 

 

 全体の考察を述べる。 

 まず良い点を述べる。今回目標であった、ミャンマー語のアルファベット表記法の提案が達成で

きた。コンピュータでのアルファベットからミャンマー語の変換入力はさまざまな試行錯誤の上で

子音入力と子音と少数の母音の結合ができた。 

 日本語の場合は子音（k,s,t,n,h,m,y,r,w,””）*母音（a,i,u,e,o）で、韓国語は子音＋母音＋

パッチムの３構成である。それぞれ独立に候補があり、機械的に組み合わせるだけで文字ができる。 
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日本語も韓国語も組み合わせで表現できる。ミャンマー語も子音と母音を組み合わせられるシステ

ムを作れば問題ないだろう。ミャンマー語の場合は子音、中声、音声記号、母音どういう順番で構

成されるか、どういう法則でアルファベットに対応されるのか理解する必要があった。IMEは機械

的に行い、すべてが区別できなければならない。一つでも曖昧なものがあれば、処理できない。ア

ルファベット→ミャンマー文字の部品に変換→子音・母音の結合→文字完成という処理になる。本

研究での表記法ではaやyなど、子音にも母音にもあるものをどう扱えばよいだろう。法則に基づ

いた状態遷移図を作る必要になる。 

 JavaScriptでのIME作成ではmedial consonant,vowel,final symbol,tone mark これらが別々

に表現される必要がある。だが、本研究で提案したアルファベット表記法では区別できない状態で

母音と子音にまとめられていた。本研究での母音の子音のリストだけではプログラムの進行が不可

能になる。状態遷移が表現できないものである。本研究が作成したのは結果だけだった。母音の作

り方や組み合わせルールが結果からプログラムを作るのが厳しい。 

 本研究でのアルファベット表記法に従う入力方で入力を行う予定である。目指したのは 、アル

ファベットを入力し、複数の文字がある場合でてくる候補からspaceキーや↑↓arrowキーで選ぶ。

enterキーで決定。２階建て文字の場合も候補として出てくる文字から選ぶものだった。だが、本

研究では母音の組み合わせ結果の因数分解ができていなかったため、子音と少数の母音の結合しか

入力できなかった。  

 新たなる課題として、母音をConsonant*Medial*Vowel*FinalSymbolで表現されるように因数分

解する必要がある。 

 本研究のプログラムをローカルにすること、アルファベット表記法とともに普及させることが必

要である。 

 以上の課題を克服し、完全なミャンマー文字変換システムを目指す。 
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７．まとめと今後の課題 

 

 ７−１ まとめ 

 

 まずはミャンマー文字構造を調べた。ミャンマー文字は子音３３個に母音や声調など記号の組み

合わせ文字である。ミャンマー文字フォントを調べた。ミャンマー文字フォントはコードの並べ方

により、表示や入力方法が違ってくる。今まではオペレティングシステムにミャンマー語がサポー

トされていなかった。ミャンマー語を使う場合、コンピュータにミャンマーフォントとキーボード

を設定する必要がある。それにミャンマーフォントやキーボードは十何種類ある。それから各フォ

ントの文字コードの並び方が違うし、キーボードのキーレイアウトも違う。入力もキー入力のため、

文字の構造が複雑で入力が複雑だった。不便なところや不備なところがあることがわかった。近年

に MacとWindows8のオペレーティングシステムにミャンマー語がサポートされるようになった。

だが、キーボードレイアウトが違うし、キー入力だった。コンピュータでのミャンマー語の各入力

方法を調べ、実験した。既存の入力方法で不備なところがあることがわかった。２０歳以上のミャ

ンマー人男女７６にアンケートをとり、コンピュータでのミャンマー語の使用、用途、ミャンマー

語の入力方に関心の有無、Myanmar IMEに関する調査をした。調査の結果、コンピュータでのミャ

ンマー語の使用が多かったが、既存の入力法が未知なことやミャンマー語をアルファベットでの入

力に慣れていないことがわかった。その問題点の解決方法を検討した。まずはミャンマー語のアル

ファベット表記法を検討した。これを提案し、公開することにより、公式の表記法となることを期

待する。それから各既存の入力法では不備なところがあり、それを改善したプログラムの構築を検

討した。まず既存の入力方の改善を考えた。公開コードであるHangul IMEの内部構造のコードを

入手し、改造を参考した。Hangul IMEの作成者の承知と協力の上でHangul IMEを改造した。本研

究では子音のデータと母音などの組み合わせ記号のデータを結合することにより設計した。子音入

力、母音入力の二段階で、それぞれに先頭一致による候補と発音の違いによる複数候補の提示と選

択になることを目指した。JSIMの使用を使っていた。JSIMとはtextareaを乗っ取った後 

statementGeneretor → execute→ processというように処理される。 

 アルファベット表記法はWaitzar Romanized Myanmar Input SystemのHacker’s Guideを参考

にし、作成したものである。 

 本研究の実装は正式にUnicodeに対応したミャンマー文字フォントが導入された環境を前提とし

ている。また、本実装は、クロスブラウザ上での入力システムである。今後は、本研究でのアルフ
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ァベット表記法に従う入力法で入力を行えるようにする予定である。目指したのは 、アルファベ

ットを入力し、複数の文字がある場合でてくる候補からspaceキーや↑↓arrowキーで選ぶ。

enterキーで決定。２階建て文字の場合も候補として出てくる文字から選ぶ。現在の段階では子音

入力と予想される候補を出すのしかできていない。子音を母音の結合もできていない。完全変換も

できていない。２階建て文字に対応していない。 

 本研究はまだ完璧な入力システムではないが、まだ研究中で、世界中がミャンマー語に関心を持

つための踏み出す一歩になるのが目的である。表記法もまだ決まった表記法ではない。世界中に使

ってもらうためには世界中で普及している表記にしたい。本研究の表記法は入力システム開発向け

に作ったものである。表記法を見直しながら入力システムも更新していくのが目的である。 

    

 

７－２ 今後の課題 

 

 ミャンマー語の入力をもっと使いやすくできるものはあるかどうかみんなにアンケートをとり、

みんなの意見を取り入れてアップグレードしたい。ミャンマー文字のアルファベット入力に慣れて

もらうのが目的であるため、第一は使いやすさ、覚えやすさ、簡単になれる必要がある。そのため

は開発し、即できるものではない。試行錯誤を繰り返し、みんなの感想に取り入れ、変更し続けて

いく。最終的にはみんなが馴れ馴れしい入力方にする。大事なのは途中であきらめない。みんなの

意見を聞き流さない。意見が分かれた場合は話し合いにより統一するのを目標とする。今度はミャ

ンマー語の IME を JavaScript に挑戦してみたが、他もっと開発しやすい言語があるかもしれない。

今後は他の言語による実装方法も検討する。 今回できなかったローカル使用の実装を目指す。 

 そして、公的機関による、アルファベット・ミャンマー文字対応表の提供、公開による啓蒙、普

及を望みたい。 

 またさまざまな意見を参考し、これからも本研究のプログラムについて検討する。 

 今後の課題として在ミャンマーのミャンマー人にも調査したい。次の調査では事前に本研究で実

装したプログラムを提供し、実際に使用してもらい、その感想についての調査を行ないたいと思う。

その結果に基づいてさらに実装していきたい。 

 JavaScriptでのIME作成ではmedial consonant,vowel,final symbol,tone mark これらが別々

に表現される必要がある。だが、本研究で提案したアルファベット表記法では区別できない状態で

母音と子音にまとめられていた。本研究での母音の子音のリストだけではプログラムの進行が不可



 

88 

能になる。状態遷移が表現できないものである。本研究が作成したのは結果だけだった。母音の作

り方や組み合わせルールが結果からプログラムを作るのが厳しい。 

 新たなる課題として、母音をConsonant*Medial*Vowel*FinalSymbolで表現されるように因数分

解する必要がある。 

 本研究のプログラムをローカルで実行可能にすること、アルファベット表記法とともに普及させ

ることが必要である。 

 今後はより完全なミャンマー文字変換システムを目指す。 
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